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■奉仕する姿を写真に 
　被写体の自然な様子を捉え、誰が、どこで、何をしているか
を物語る写真を目指します。
・ポーズを取ったり、カメラに目線を向けたりした写真ではな
く、活動のありのままの様子を撮影
・優しさ、親しみやすさ、前向きさを感じさせる表情を捉える
・ライオンズのロゴの入ったユニホームや帽子、背景にある
旗やのぼりなどを構図に取り入れる
・広報用の写真を撮影する際は、事前に参加者に告知し了解を
得るなど、肖像権を侵害しないよう留意

■スマートフォンで手軽に
　最近のスマートフォンには高性能なカメラが備わっていま
す。その機能を最大限に生かしてください。
・横向きにして撮影する
・ぶれないようにしっかりと持ち、タイミングを見計らう
・ズーム機能は使わず、必要な場合は被写体に近付く

■高解像度データで鮮明に
　画質を下げたり、縮小したりしたデータは元には戻せませ
ん。縮小していない高解像度のデータをご提供ください。
・最高画質、サイズは長辺1,600ピクセル以上を推奨
・どうしても人物の顔を隠す必要がある場合は、ぼかし加工を
行う。スタンプや切り抜きなどの加工はしない
・SNSにアップロードした写真は縮小されているので要注意

「奉仕活動リポート」投稿募集中

クラブの奉仕活動を撮影した臨場感のある写真と原稿によるリポ
ートをお待ちしています。ウェブマガジン（www.thelion-mag.com）
「会員向け」メニューの「投稿」にある投稿規定をご確認の上、オン
ラインフォームで写真及び原稿のデータを送信してください

誰が何をしているかを写真で物語る

生き生きとした表情を捉える

行動する姿をありのままに伝える

　ライオン誌では奉仕活動の投稿を募集しています。ウェブマガジンではメンバ
ーだけでなく多くの人にライオンズの活動を伝えています。クラブの活動の模様
を生き生きと伝える原稿と写真をお寄せください。

■読み手に伝わる原稿 
　活動の目的や工夫した点、成果を分かりやすく記して、他クラブの参考になる原稿にしましょう。
・活動の内容： いつ、どこで、だれを対象に、何を行ったか
・目的： 地域のどのようなニーズを捉え、どのような成果を目指して実施したか
・過程： 企画に当たってどのような点に留意したか。実現までに困難があった場合はそれをどう克服したか
・結果： 活動によって地域や人々にどのような影響や変化があったか。地域でどのような反応があったか

■投稿要領 
・リポート原稿（600字以上）と写真データをライオン誌ウェブマガジンの投稿フォームから送信
・投稿は出来るだけ活動終了から1カ月以内に

★原稿作成のヒント

★写真撮影のヒント
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奉
仕
活
動
リ
ポ
ー
ト

ー

ー
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
・
取
材
リ
ポ
ー
ト
　
　
　
　
　
投
稿
リ
ポ
ー
ト

　

地
区
青
少
年
健
全
育
成
委
員
会
は
、
学

校
や
教
育
委
員
会
に
効
果
的
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
継
続
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

ゾ
ー
ン
合
同
で
の
普
及
を
推
進
。
ま
た
、

普
及
活
動
の
経
験
者
が
集
う
「
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
エ
ス
ト
同
好
会
」
が
地
区
内
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
届
け

る
た
め
に
尽
力
し
て
い
る
。

尼
崎
市
教
育
委
員
会
が
主
管
す
る
市
内

小
中
学
校
の
初
任
者
研
修
が
、
９
月
２
日
、

市
立
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
必

須
研
修
と
し
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
た
。
２
リヨ
ジン

１
ゾン
ー
の
５
ク
ラ
ブ
（
尼
崎
、
尼
崎
南
、
尼

崎
琴
の
浦
、
尼
崎
武
庫
、
尼
崎
そ
の
だ
）

の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
初
め
て
実
現
し
た
も
の

で
、
尼
崎
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

は
60
周
年
記

念
事
業
と
し
て
も
資
金
面
を
支
援
。
地
区

青
少
年
健
全
育
成
委
員
会
が
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
。

　

研
修
で
は
採
用
１
年
目
の
教
員
77
人

が
、
柴
咲
子
、
寺
西
勉
、
横
田
秀
策
各
認

定
講
師
の
指
導
を
受
け
、
実
際
の
教
材
を

使
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
構
成
を
理

解
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
活
用
方
法

を
学
ん
だ
。

　

尼
崎
で
は
10
年
余
り
前
か
ら
尼
崎
南
ラ

イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

な
ど
が
市
内
の
学
校
や
幼
稚

園
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
昨
年
度

か
ら
ゾ
ー
ン
合
同
で
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
初
任
者
必
須
研
修
に
採
用
さ
れ
た

の
は
、
昨
年
度
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
が
高
く
評
価

し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
が
１
年
目
教
員
の
必
須
研
修
に

335
‐
Ａ
地
区
２
リ
ジ
ョ
ン
１
ゾ
ー
ン
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

【
取
材
／
河
村
智
子
】
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能
登
被
災
地
支
援 

写
仏
・
ほ
う
ろ
く
灸
体
験
会

富
山
県
・
上
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

334
‐Ｄ
地
区
（
富
山
県
・
石
川
県
・
福

井
県
／
森
川
直
之
地
区
ガ
バ
ナ
ー
）
の
今

年
度
基
本
方
針
の
一
つ
に
「
能
登
地
域
で

の
奉
仕
活
動
実
施
」
が
あ
る
。
２
０
２
４

年
元
日
に
発
生
し
た
能
登
地
方
を
震
源
と

す
る
地
震
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

９
月
に
も
能
登
半
島
地
域
が
豪
雨
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
。
上
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

（
19

人
）
で
は
災
害
発
生
直
後
か
ら
自
分
た
ち

に
で
き
る
支
援
を
し
よ
う
と
活
動
し
て
き

た
が
、
今
年
度
は
地
区
の
方
針
を
き
っ
か

け
に
、
被
災
地
に
足
を
運
ぶ
支
援
活
動
を

計
画
。
被
災
し
た
人
た
ち
の
心
に
寄
り
添

う
ケ
ア
が
で
き
れ
ば
と
願
い
、
当
ク
ラ
ブ

会
員
で
上
市
町
に
あ
る
大
岩
山
日
石
寺
役

員
の
中
田
眞
法
さ
ん
を
講
師
と
し
、「
写

仏
・
ほ
う
ろ
く
灸
体
験
会
」
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
た
。

　

写
仏
体
験
は
、
大
岩
山
日
石
寺
に
あ
る

不
動
明
王
摩
崖
仏
を
書
き
写
し
、
護
摩
祈

祷
後
に
「
御
守
り
の
護
符
」
と
し
て
本
人

の
手
元
に
届
け
る
も
の
。
ま
た
「
ほ
う
ろ

く
灸
」
は
大
岩
山
日
石
寺
で
行
わ
れ
る
祈

祷
行
事
で
、
頭
に
ほ
う
ろ
く
（
素
焼
き
の

土
鍋
の
一
種
）
を
乗
せ
、
そ
の
上
に
置
い

た
も
ぐ
さ
に
火
を
つ
け
て
祈
祷
す
る
と
、

頭
痛
封
じ
や
体
の
バ
テ
防
止
の
ご
利
益
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

体
験
会
は
輪
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

協
力
で
企
画
・
準
備
を
進
め
、
当
日
は
20

人
の
参
加
者
に
「
写
仏
・
ほ
う
ろ
く
灸
」

を
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
。
真
剣
な
面
持

ち
で
写
仏
を
書
き
写
す
姿
に
、
会
員
一
同

心
に
思
う
も
の
が
込
み
上
げ
て
き
た
。
体

験
者
に
感
想
を
聞
い
て
み
る
と
「
大
岩
山

日
石
寺
を
知
っ
て
い
た
の
で
体
験
で
き
て

う
れ
し
か
っ
た
」「
珍
し
い
体
験
が
で
き

ま
し
た
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。

【
投
稿
】
会
長
／
高
木
正
勝

能
登
の
サ
ッ
カ
ー
少
年
を
招
き
交
流
大
会

【
投
稿
】
青
少
年
・
Ｙ
Ｃ
Ｅ
委
員
長
／
谷
口
義
幸

福
井
県
・
武
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

し
て
、
合
計
８
チ
ー
ム
が
２
リ
ー
グ
に
分

か
れ
て
試
合
を
行
っ
た
。

　

大
会
で
は
試
合
の
他
に
、
越
前
市
の
魅

力
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
チ
ー
ム
の

枠
を
超
え
た
交
流
を
図
っ
た
。
交
流
の
時

間
に
は
、
参
加
者
３
２
３
人
に
メ
ン
バ
ー

が
作
っ
た
越
前
名
物
「
お
ろ
し
そ
ば
」
を

振
る
舞
っ
た
。
提
供
し
た
の
は
、
お
ろ
し

そ
ば
で
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
を
達
成
し
た
越

前
市
の
宗
近
製
麺
所
の
そ
ば
。
メ
ン
バ
ー

は
慣
れ
な
い
な
が
ら
も
ひ
た
す
ら
注
文
通

り
に
お
ろ
し
そ
ば
を
作
り
続
け
、
１
時
間

で
３
４
０
杯
を
提
供
！　

お
か
わ
り
続
出

の
大
盛
況
で
、
ま
さ
に
戦
場
さ
な
が
ら
で

あ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
目
玉
は
「
マ
マ
さ
ん
Ｐ
Ｋ

大
会
」。
子
ど
も
た
ち
は
チ
ー
ム
の
試
合

以
上
に
熱
の
こ
も
っ
た
応
援
を
母
親
に
送

り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
大
歓
声
が
響
き
、

笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
。

　

表
彰
式
の
後
に
は
、
大
会
の
記
念
と
し

て
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
込

め
た
風
船
を
飛
ば
し
た
。復
興
へ
の
願
い
、

将
来
の
夢
、
母
親
へ
の
感
謝
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
を
乗
せ
て
風
船
は
空
高
く
舞
い

上
が
り
、
大
会
は
無
事
に
終
了
し
た
。

　

10
月
25
日
、
武
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

（
用

田
義
弘
会
長
／
61
人
）
は
、
震
災
で
練
習

場
所
を
な
く
し
た
能
登
地
域
の
少
年
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
を
越
前
市
に
招
待
し
、
県
中

央
部
の
丹
南
地
区
の
チ
ー
ム
と
の
交
流
を

通
し
て
笑
顔
を
生
み
出
そ
う
と
、「
武
生

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯 

能
登
支
援
サ
ッ

カ
ー
交
流
大
会
」
を
実
施
し
た
。

　

越
前
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
協
力
の
下
、

能
登
地
域
か
ら
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ル
能
登
Ｆ

Ｃ（
羽
咋
市
北
部
）
と
珠
洲
エ
ス
ペ
ラ
ン

サ
Ｆ
Ｃ（
珠
洲
市
）
の
２
チ
ー
ム
を
招
待

し
、
丹
南
地
区
か
ら
は
６
チ
ー
ム
が
参
加

き

た
け
ふ

と
う



LION  2026 年冬号　　6

地
域
の
声
で
復
活
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会

【
投
稿
】
会
計
／
西
本
貴
志

熊
本
県
・
阿
蘇
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

学
生
35
人
が
出
場
。
プ
レ
ー
中
に
ハ
イ
ス

コ
ア
が
出
る
た
び
に
会
場
か
ら
歓
声
が
上

が
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
笑
顔
に
包

ま
れ
た
。
午
後
の
決
勝
戦
で
は
、野
球
ゲ
ー

ム
に
よ
る
白
熱
し
た
接
戦
が
展
開
さ
れ
、

観
客
も
モ
ニ
タ
ー
に
釘
付
け
と
な
っ
た
。

　

優
勝
し
た
の
は
阿
蘇
市
の
中
学
生
。「
こ

の
よ
う
な
場
所
で
自
分
の
力
を
発
揮
で
き

て
う
れ
し
い
。
次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」

と
力
強
く
語
り
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
た
。

10
月
12
日
、
阿
蘇
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
（
矢

羽
田
主
会
長
／
45
人
）
は
、
阿
蘇
西
ふ
れ

あ
い
市
場
あ
か
み
ず
に
お
い
て
「A

SO 
KOUGEN CUP 2025

」
を
開
催
し
た
。

前
日
15
時
か
ら
は
、
メ
ン
バ
ー
総
出
で
通

信
機
器
や
ゲ
ー
ム
機
器
の
設
置
、
テ
ン
ト・

イ
ス
の
搬
入
な
ど
会
場
設
営
を
実
施
。
本

番
に
向
け
た
準
備
を
進
め
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
か
つ
て
地
域
で
親
し
ま

れ
て
い
た
「
高
原
杯
学
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
を
前
身
と
す
る
も
の
で
、
今
回
で

節
目
の
第
50
回
大
会
を
迎
え
る
。
以
前
は

多
く
の
小
学
生
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
地
域

の
交
流
と
青
少
年
育
成
の
場
と
し
て
定
着

し
て
い
た
が
、
少
子
化
に
よ
る
チ
ー
ム
減

少
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
過
去
７

年
間
は
開
催
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。

　

し
か
し
、「
地
域
の
大
会
を
絶
や
し
た

く
な
い
」
と
い
う
住
民
の
声
に
後
押
し
さ

れ
、
阿
蘇
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

が
中
心
と
な
っ

て
企
画
を
一
新
。
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
か
ら
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
地
域
の
新
た
な
挑

戦
と
し
て
復
活
を
果
た
し
た
。

　

大
会
に
は
阿
蘇
市
及
び
阿
蘇
郡
の
小
中

奉
仕
活
動
リ
ポ
ー
ト

ー

ー

高
校
生
と
地
域
が
つ
な
が
る
能
登
支
援
活
動

三
重
県
・
久
居
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

久
居
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
（
菅
尾
充
孝
会
長

／
66
人
）
は
、
学
校
法
人
高
田
学
苑
高

田
高
等
学
校
（
津
市
一
身
田
町
）
と
連
携

し
、
石
川
県
輪
島
市
に
お
い
て
能
登
半
島

地
震
及
び
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
支
援
活

動
を
実
施
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
て
以
降
、
私

は
334
複
合
地
区
の
災
害
支
援
の
一
環
と
し

て
能
登
（
輪
島
市
・
珠
洲
市
）
を
訪
れ
、

継
続
的
に
復
旧
・
復
興
支
援
活
動
に
関

わ
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
友
人
の
高

田
高
等
学
校
柔
道
部
の
上
路
大
将
監
督
か

ら
、「
若
い
世
代
に
も
被
災
地
の
現
実
を

直
接
体
験
さ
せ
た
い
」
と
部
員
の
参
加
を

打
診
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
青
少
年

健
全
育
成
に
取
り
組
む
久
居
ラ
イ
オ
ン
ズ

クブ
ラ
と
学
校
側
の
思
い
が
重
な
り
、
今
回
の

取
り
組
み
が
実
現
し
た
。

　

８
月
25
日
、
久
居
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
会
員

５
人
、
高
田
高
校
の
柔
道
部
員
５
人
、
引

率
教
員
２
人
の
計
12
人
が
輪
島
市
を
訪

問
。
午
前
中
は
、
市
内
の
光
浦
海
岸
で
清

掃
活
動
を
行
っ
た
。
海
岸
に
は
昨
年
９
月

の
豪
雨
災
害
に
よ
り
流
れ
着
い
た
大
量
の

流
木
が
今
も
残
り
、
参
加
者
は
互
い
に
声

を
掛
け
合
い
な
が
ら
作
業
に
取
り
組
ん

だ
。
自
然
災
害
の
影
響
が
長
期
に
及
ぶ
こ

と
を
、
肌
で
感
じ
る
時
間
と
な
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
石
川
県
立
輪
島
高
等
学

校
に
場
所
を
移
し
、
講
話
及
び
生
徒
同
士

の
交
流
を
行
っ
た
。
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、
輪
島
高
校
の
生
徒
が
中
心

と
な
り
、
自
ら
の
被
災
体
験
や
現
在
の
生

活
に
つ
い
て
語
っ
た
。
高
田
高
校
の
生
徒

た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
同
じ
世
代
の
生
の

声
に
耳
を
傾
け
、
災
害
を
「
遠
く
の
出
来

事
」
で
は
な
く
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

【
投
稿
】
334
‐
Ｂ
地
区
総
務
副
委
員
長
兼
幹
事
／
池
田
芙
美
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11
月
22
日
、
名
古
屋
市
港
区
の
船
見
緑

地
公
園
運
動
場
に
お
い
て
、
名
古
屋
み
な

と
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
（
乙
瀬
英
治
会
長
／
29

人
）
が
主
催
す
る
「
夢
の
少
年
野
球
教
室
」

が
開
催
さ
れ
、
四
つ
の
軟
式
少
年
チ
ー
ム

に
所
属
す
る
小
学
生
・
保
護
者
・
関
係
者

な
ど
総
勢
１
５
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
エ
ー
ス
ピ
ッ
チ
ャ
ー

と
し
て
活
躍
し
た
川
上
憲
伸
氏
か
ら
直
接

指
導
を
受
け
ら
れ
る
、
ま
さ
に
「
夢
」
の

よ
う
な
教
室
だ
。

　

ク
ラ
ブ
は
船
見
緑
地
公
園
で
15
年
以
上

に
わ
た
り
植
樹
や
環
境
整
備
を
続
け
て
い

る
が
、
そ
の
地
道
な
奉
仕
が
一
般
市
民
に

広
く
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の

「
見
え
な
い
奉
仕
」
を
「
見
え
る
奉
仕
」

へ
と
転
換
さ
せ
る
た
め
、
公
園
の
主
な
利

用
者
で
あ
る
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
子
ど
も

た
ち
に
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
を
提
供
す
る

と
同
時
に
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
保
護
者
や

関
係
者
に
も
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
。 

当
日
は
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
川
上
氏
に
よ

る
指
導
は
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
お
け
る

ボ
ー
ル
の
持
ち
方
と
い
っ
た
基
本
か
ら

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
へ
と
展
開
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
練
習
に
励
ん

だ
。

　

野
球
教
室
に
続
い
て
み
ん
な
で
環
境
整

備
・
清
掃
活
動
を
行
い
、
作
業
終
了
後
の

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
は
、
川
上
氏
か
ら
サ

イ
ン
入
り
ボ
ー
ル
や
バ
ッ
ト
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
。

　

ウ
ィ
・
サ
ー
ブ
の
精
神
を
言
葉
で
は
な

く
行
動
で
地
域
社
会
に
伝
え
た
今
回
の
企

画
は
、
大
き
な
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
元
エ
ー
ス
の
野
球
教
室
と
奉
仕
の
輪

愛
知
県
・
名
古
屋
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

【
取
材
】
ラ
イ
オ
ン
誌
日
本
語
版
委
員
／
前
田
磨
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清
掃
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
楽
し
く
川
辺
を
き
れ
い
に

広
島
県
・
福
山
久
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

広
島
県
東
部
、
備
後
地
域
を
流
れ
る
一

級
河
川
、
芦
田
川
。
河
口
か
ら
約
10
㌔
上

流
の
河
川
敷
に
水
辺
公
園
が
あ
る
。
こ
の

公
園
は
、
２
０
０
３
年
に
福
山
久
松
ラ
イ

オ
ン
ズ
クブ
ラ
（
松
岡
諒
会
長
／
45
人
）
が
ク

ラ
ブ
結
成
20
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
設

置
し
た
も
の
で
、
地
域
の
保
育
園
児
た
ち

が
「
ち
ゃ
ぷ
ち
ゃ
ぷ
ら
ん
ど
」
と
命
名
し

た
。
以
降
、
当
ク
ラ
ブ
と
ク
ラ
ブ
支
部
の

グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
支
部
が
中
心
と
な
っ

て
花
壇
な
ど
の
整
備
を
続
け
て
い
る
。

10
月
11
日
、
福
山
久
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

は
、
ち
ゃ
ぷ
ち
ゃ
ぷ
ら
ん
ど
を
拠
点
と
し

た
清
掃
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

た
。
大
会
は
、
地
域
住
民
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
芦
田
川
の

河
川
敷
約
７
㌔
を
歩
く
と
い
う
企
画
で
あ

る
。ち
ゃ
ぷ
ち
ゃ
ぷ
ら
ん
ど
の
花
壇
に
は
、

ち
ょ
う
ど
福
山
市
の
市
花
で
あ
る
バ
ラ
が

咲
き
誇
り
、
見
頃
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た

コ
ー
ス
途
中
に
は
、
企
画
段
階
か
ら
参
加

し
て
く
れ
た
大
学
生
の
発
案
で
、
四
つ
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し
て
ク
イ
ズ

を
出
題
し
た
。
ゲ
ー
ム
性
を
持
た
せ
た
こ

と
で
、
特
に
中
高
生
は
楽
し
そ
う
に
ゴ
ミ

拾
い
を
し
て
く
れ
た
。
そ
の
結
果
、
約
50

㌔
も
の
ゴ
ミ
を
収
集
し
て
無
事
に
終
了
。

な
ん
と
、
５
歳
の
子
も
約
７
㌔
の
道
の
り

を
完
歩
し
た
。

　

参
加
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
大
会

に
す
る
こ
と
を
主
眼
に
企
画
し
た
が
、
そ

れ
が
結
果
的
に
は
、
我
々
の
今
後
の
活
動

の
励
み
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
ち
ゃ
ぷ

ち
ゃ
ぷ
ら
ん
ど
が
、
更
に
地
域
住
民
に
知

ら
れ
る
憩
い
の
場
に
な
る
こ
と
を
祈
り
な

が
ら
、
今
後
も
整
備
を
続
け
て
い
く
。

【
投
稿
】Ｉ
Ｔ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
長
／
村
上
栄
二

ス
リ
ラ
ン
カ
の
子
ら
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

【
投
稿
】
社
会
福
祉
委
員
会
ス
リ
ラ
ン
カ
担
当
／
村
田
悦
子

京
都
む
ら
さ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ボ
ー
ル
ペ
ン
、Ｔ
シ
ャ
ツ
、
お
も
ち
ゃ
な

ど
の
物
品
を
寄
贈
し
た
。
こ
の
学
校
の
ト

イ
レ
は
児
童
１
４
０
人
に
対
し
男
女
各
一

つ
ず
つ
し
か
な
く
、
屋
根
は
今
に
も
崩
れ

落
ち
そ
う
だ
っ
た
。
こ
の
ト
イ
レ
の
修
理

に
は
、
我
々
が
滞
在
し
た
ホ
テ
ル
の
オ
ー

ナ
ー
が
不
足
分
の
費
用
を
出
し
て
く
れ
、

男
女
各
二
つ
ず
つ
作
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
思
い
が
け
な
い
善
意
の
広
が
り
に
感

激
し
た
。
帰
国
後
に
届
い
た
写
真
の
ト
イ

レ
は
、
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
仕
上

が
っ
て
い
た
。

　

京
都
む
ら
さ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
（
髙
木

幸
枝
会
長
／
40
人
）
は
、
結
成
15
周
年
を

迎
え
た
２
０
１
９
年
１
月
に
ス
リ
ラ
ン
カ

の
ア
ル
ス
ガ
マ
・
ベ
ン
ト
ー
タ
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
と
姉
妹
提
携
を
行
い
、
こ
れ
を

記
念
し
て
車
い
す
30
台
を
寄
贈
し
た
。
以

来
、
結
成
20
周
年
に
は
救
急
車
を
寄
贈
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
25
年
９
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
、

姉
妹
ク
ラ
ブ
か
ら
招
待
を
受
け
て
会
員
11

人
が
ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪
問
し
た
。

　

到
着
翌
日
、
一
人
の
少
年
に
車
い
す
を

贈
呈
し
た
。
以
前
寄
贈
し
た
車
い
す
が
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と

で
、
当
ク
ラ
ブ
会
員
が
寄
付
し
た
も
の
だ
。

少
年
は
脳
性
ま
ひ
で
生
活
に
欠
か
せ
な
い

と
、
両
親
か
ら
何
度
も
感
謝
の
言
葉
を
頂

い
た
。

　

姉
妹
ク
ラ
ブ
の
例
会
で
は
、
貧
困
者
の

白
内
障
手
術
を
支
援
す
る
「Kyoto 

M
urasaki Help for Vision

基
金
」
に
対

す
る
10
万
円
と
、
学
校
の
ト
イ
レ
修
理
費

用
19
万
４
０
０
０
円
を
寄
付
し
た
。

　

翌
朝
は
マ
ラ
ガ
ラ
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
ス
ク
ー

ル
を
訪
問
。
会
員
が
集
め
た
タ
オ
ル
、
リ

コ
ー
ダ
ー
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
鉛
筆
、

奉
仕
活
動
リ
ポ
ー
ト

ー

ー
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11
月
15
、
16
日
、
秋
晴
れ
の
下
で
「
ワ

ン
パ
ク
！
た
ん
け
ん
中
津
」
が
開
催
さ
れ

た
。
参
加
し
た
の
は
中
津
市
内
の
小
学
校

４
〜
６
年
生
と
、
中
学
校
の
１
、
２
年
生

の
37
人
。
主
催
は
中
津
市
教
育
委
員
会
、

共
催
は
中
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
（
大
平
好
隆

会
長
／
88
人
）
で
、
30
年
に
わ
た
り
継
続

さ
れ
て
き
た
事
業
で
あ
る
。

　

目
的
は
、
中
津
の
魅
力
を
学
び
、
体
験

す
る
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
を
通
し
て
、「
将

来
、
中
津
に
住
み
続
け
た
い
」「
一
度
離

れ
て
も
ま
た
帰
っ
て
き
て
暮
ら
し
た
い
」

と
い
っ
た
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
。
教
育
委
員
会
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
が

協
力
し
、
地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
温
か
く
見
守
り
、
育
て
よ
う
と
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

主
催
者
で
あ
る
市
教
育
委
員
会
の
古
口

教
育
長
は
、
こ
の
事
業
に
寄
せ
る
期
待
を

次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
中
津
の
こ
と
を
知
っ
て
大
好
き
に
な
り

『
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
中
津
は
、
こ
ん
な

に
す
て
き
な
所
な
ん
だ
よ
！
』
と
、
胸
を

張
っ
て
語
れ
る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

中
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
の
大
平
会
長
も
同
じ

思
い
で
「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
中

津
の
魅
力
に
気
付
き
、
将
来
ふ
る
さ
と
で

暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ

し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

た
ん
け
ん
中
津
で
ふ
る
さ
と
を
も
っ
と
大
好
き
に

大
分
県
・
中
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

【
取
材
】
ラ
イ
オ
ン
誌
日
本
語
版
編
集
長
／
渕
野
二
三
世
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視
覚
支
援
学
校
で
触
れ
て
自
然
を
感
じ
る
体
験
会

岩
手
県
・
盛
岡
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

盛
岡
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
（
菊
池
慶
治
会

長
／
61
人
）
は
、
９
月
17
日
に
岩
手
県
立

盛
岡
視
覚
支
援
学
校
で
「
魚
と
の
ふ
れ
あ

い
体
験
」
を
開
催
し
た
。「
視
覚
障
が
い

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
に
『
見
る
』
こ
と
で

は
な
く
『
触
れ
る
』
こ
と
で
自
然
を
感
じ

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、視・

聴
力
保
護
保
健
福
祉
委
員
会
が
企
画
し
た

奉
仕
事
業
で
、
盛
岡
視
覚
支
援
学
校
の
担

当
教
諭
と
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、

会
員
の
協
力
に
よ
る
備
品
の
準
備
や
全
体

の
流
れ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

当
日
に
備
え
た
。

　

会
場
の
校
庭
に
大
型
簡
易
プ
ー
ル
と
冷

た
い
地
下
水
、元
気
な
ニ
ジ
マ
ス
を
用
意
。

体
験
会
が
始
ま
る
と
、
冷
た
い
水
に
触
れ

た
児
童
生
徒
の
笑
顔
や
歓
声
が
校
庭
い
っ

ぱ
い
に
響
い
た
。
冷
た
い
水
の
中
を
泳
ぐ

ニ
ジ
マ
ス
を
手
探
り
で
追
い
か
け
る
子
ど

も
た
ち
。「
わ
ぁ
、
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
る
！
」

「
逃
げ
な
い
で
〜
！
」
と
声
が
上
が
っ
た
。

釣
り
体
験
で
は
息
を
ひ
そ
め
て
竿
を
構

え
、竿
先
が
ピ
ク
ン
と
動
い
た
感
触
に「
釣

れ
た
！
」
と
歓
声
が
響
い
た
。
竿
を
通
じ

て
魚
の
躍
動
を
感
じ
、
釣
り
上
げ
た
魚
を

手
に
ほ
ほ
笑
む
そ
の
表
情
に
は
、
驚
き
と

喜
び
、
そ
し
て
命
を
感
じ
取
っ
た
静
か
な

感
動
が
あ
ふ
れ
、
私
た
ち
も
胸
が
熱
く

な
っ
た
。

　

目
で
見
る
こ
と
が
難
し
く
て
も
、
冷
た

い
水
や
魚
の
感
触
、
歓
声
と
笑
顔
な
ど
全

て
が
子
ど
も
た
ち
の
「
体
験
の
記
憶
」
と

し
て
刻
ま
れ
た
は
ず
だ
。
担
当
教
諭
か
ら

は
「（
子
ど
も
た
ち
が
）
生
き
た
魚
に
触

れ
た
の
は
初
め
て
」
と
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
き
、
命
の
ぬ
く
も
り
と
喜
び
を
共
有

し
た
心
温
ま
る
奉
仕
活
動
と
な
っ
た
。

【
投
稿
】
視
・
聴
力
保
護
保
健
福
祉
委
員
長
／
佐
々
木
修

稲
刈
り
体
験
で
学
ぶ
実
り
の
秋

【
投
稿
】
会
長
／
新
井
康
紀

埼
玉
県
・
春
日
部
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
決
し
て
味
わ
え
な
い
体
験
だ
。
あ
る
児

童
は
「
最
初
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
だ
ん

だ
ん
楽
し
く
な
っ
て
き
た
。
お
米
を
作
る

の
は
本
当
に
大
変
な
ん
だ
と
分
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。
ま
た
別
の
児
童

は
「
毎
日
食
べ
て
い
る
ご
は
ん
の
あ
り
が

た
さ
を
感
じ
た
。
残
さ
ず
食
べ
た
い
」
と
、

食
に
対
す
る
意
識
の
変
化
を
語
っ
て
く
れ

た
。

　

収
穫
し
た
稲
は
、
精
米
し
て
給
食
用
に

提
供
し
、
自
分
た
ち
の
手
で
収
穫
し
た
新

米
を
味
わ
う
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
今
回

の
稲
刈
り
体
験
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
自
然
の
恵
み
を
実
感
し
、
日
々
の
食

事
へ
の
感
謝
を
育
む
貴
重
な
学
び
の
場
と

な
っ
た
。

　

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
９
月
11
日
、
春
日

部
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
（
14
人
）
の
主
催

で
、
市
内
の
小
学
校
５
年
生
を
対
象
と
し

た
稲
刈
り
体
験
学
習
を
行
っ
た
。
黄
金
色

に
実
っ
た
稲
穂
が
一
面
に
広
が
る
田
ん
ぼ

に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は

「
す
ご
い
！
」「
本
当
に
お
米
が
な
っ
て

る
！
」
と
歓
声
を
上
げ
、
普
段
食
卓
で
目

に
す
る
お
米
が
ど
の
よ
う
に
育
つ
の
か
を

肌
で
感
じ
て
い
た
。

　

今
回
の
体
験
学
習
は
、
総
合
学
習
の
一

環
と
し
て
「
食
と
農
の
つ
な
が
り
」
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
。
地
域
の

農
家
の
方
々
が
先
生
役
と
な
り
、
鎌
の
使

い
方
や
稲
の
刈
り
取
り
方
を
丁
寧
に
説
明

し
た
。
最
初
は
「
う
ま
く
刈
れ
る
か
な
」

と
不
安
そ
う
に
し
て
い
た
児
童

た
ち
も
、
実
際
に
鎌
を
手
に
す

る
と
次
第
に
慣
れ
、
友
だ
ち
と

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
リ
ズ
ム

良
く
稲
を
刈
り
進
め
て
い
っ

た
。

　

稲
を
束
ね
る
作
業
は
、
手
の

ひ
ら
に
チ
ク
リ
と
し
た
感
触
を

覚
え
た
り
、
稲
穂
か
ら
こ
ぼ
れ

る
籾
を
拾
っ
た
り
と
、
教
室
で

奉
仕
活
動
リ
ポ
ー
ト

ー

ー

も
み
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八
重
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
（
高
木
正
敏
会

長
／
53
人
）
は
11
月
17
日
、
石
垣
島
の
名

蔵
湾
に
お
い
て
国
際
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
生
態

系
協
会
、Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
・Ｊ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
財

団
、
駐
日
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
大
使
館
と

協
力
し
、
ヒ
ル
ギ
の
苗
５
０
０
本
を
植
栽

し
た
。
こ
れ
ら
の
団
体
と
の
共
同
に
よ
る

植
栽
活
動
は
２
０
２
３
年
に
始
ま
り
、
累

計
１
２
３
０
本
に
達
し
て
い
る
。

　

八
重
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
の
植
栽
活
動
は

約
40
年
前
、
土
地
改
良
事
業
な
ど
に
伴
う

赤
土
流
出
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
白
浜
を

取
り
戻
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
始
ま
っ

た
。
当
初
は
台
風
に
よ
り
苗
が
流
さ
れ
る

な
ど
活
着
が
難
し
い
状
況
も
あ
っ
た
が
、

研
究
者
の
指
導
を
受
け
て
手
法
を
改
善

し
、
活
着
率
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
。
長

年
の
取
り
組
み
は
、
名
蔵
湾
の
自
然
環
境

の
維
持
・
回
復
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
は
炭
素
を
多
く
蓄
え
る

こ
と
か
ら
、
気
候
変
動
対
策
の
観
点
で
も

重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

　

今
回
の
植
栽
に
は
、
八
重
山
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
会
員
は
も
と
よ
り
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
の
シ
ハ
ブ
・
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
・

フ
ァ
ヒ
ー
ム
駐
日
大
使
ら
４
人
、
八
重
山

農
林
高
校
グ
リ
ー
ン
ス
キ
ル
科
の
27
人
を

含
む
約
60
人
が
参
加
。
ア
ル
・
フ
ァ
ヒ
ー

ム
大
使
は
「
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
は
海
洋

保
全
に
直
結
す
る
重
要
な
取
り
組
み
。
自

然
豊
か
な
石
垣
島
で
再
び
活
動
で
き
光

栄
」
と
述
べ
、
高
校
生
か
ら
は
「
貴
重
な

経
験
で
活
動
を
後
輩
に
引
き
継
ぎ
た
い
」

と
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

八
重
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
40
年

に
わ
た
る
活
動
の
積
み
重
ね
と
国
際
機
関

と
の
連
携
を
力
に
、
名
蔵
湾
の
自
然
を
未

来
へ
つ
な
ぐ
環
境
保
全
活
動
を
今
後
も
継

続
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

石
垣
島
・
名
蔵
湾
に
お
け
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林

沖
縄
県
・
八
重
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

【
投
稿
】Ｇ
Ａ
Ｔ
エ
リ
ア
リ
ー
ダ
ー
／
識
名
安
信
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公
益
財
団
法
人
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
（
小

野
寺
眞
悟
理
事
長
）
が
主
催
す
る
第
４
回

全
国
特
別
支
援
学
校
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が

11
月
１
日
、
東
京
都
調
布
市
の
京
王
ア

リ
ー
ナ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
開
催
さ
れ
た
。
２

０
２
５
年
度
は
全
国
８
地
区
の
地
区
大
会

に
過
去
最
高
の
１
３
８
校
が
参
加
。
そ
の

中
か
ら
12
校
が
全
国
大
会
に
進
み
、
優
勝

を
目
指
し
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

　

本
大
会
は
通
常
の
学
校
生
活
で
は
外
部

と
の
交
流
が
限
ら
れ
る
生
徒
た
ち
が
、

フ
ッ
ト
サ
ル
を
通
じ
て
交
流
を
図
る
と
共

に
、「
自
主
自
立
」「
リ
ス
ペ
ク
ト
」
の
精

神
を
養
い
人
間
的
な
成
長
を
促
す
こ
と
を

目
的
に
設
立
さ
れ
、
22
年
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
る
。
試
合
中
は
ベ
ン
チ
か
ら
の
指
導

者
に
よ
る
指
示
や
コ
ー
チ
ン
グ
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
の
も
、
本
大
会
の
特
徴
だ
。

　

出
場
チ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
は
年
々
上
が
っ

て
お
り
、
今
大
会
も
過
去
最
高
と
言
え
る

技
術
の
高
さ
、戦
術
理
解
度
で
、予
選
リ
ー

グ
か
ら
僅
差
の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
そ

の
中
で
優
勝
候
補
筆
頭
と
目
さ
れ
て
い
た

の
は
３
連
覇
を
目
指
す
栃
木
県
立
支
援
学

校
宇
都
宮
青
葉
高
等
学
園（
東
関
東
）だ
っ

た
が
、
優
勝
の
栄
光
を
手
に
し
た
の
は
初

出
場
の
東
京
都
立
中
央
ろ
う
学
校
（
西
関

東
）
だ
っ
た
。

　

逆
境
を
は
ね
返
し
て
の
優
勝
だ
っ
た
。

予
選
リ
ー
グ
初
戦
で
北
海
道
立
白
樺
高
等

公益財団法人日本ライオンズ

第4回全国特別支援学校
フットサル大会

公益財団法人日本ライオンズ

第4回全国特別支援学校
フットサル大会

き
ん
さ
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2位の名古屋聾学校の選手と河合純一スポーツ庁長官、
小野寺眞悟財団理事長（左）

養
護
学
校
（
北
海
道
）
に
逆
転
負
け
。
鋤

田
嵐
士
監
督
は
「
す
ご
く
高
い
レ
ベ
ル
で

勝
ち
抜
け
る
か
ど
う
か
不
安
だ
っ
た
」
と

振
り
返
る
が
、
選
手
た
ち
は
互
い
に
鼓
舞

し
合
っ
て
２
戦
目
に
勝
利
。
３
戦
目
は

勝
っ
た
方
が
予
選
リ
ー
グ
１
位
と
い
う
兵

庫
県
立
西
神
戸
高
等
特
別
支
援
学
校
戦
を

３
対
１
で
勝
ち
抜
き
、
１
〜
３
位
リ
ー
グ

に
駒
を
進
め
た
。
決
勝
リ
ー
グ
で
は
愛
知

県
立
名
古
屋
聾
学
校
を
１
対
０
で
破
り
、

引
き
分
け
で
も
優
勝
と
い
う
状

況
で
最
終
戦
の
富
山
県
立
富
山

高
等
支
援
学
校
戦
を
迎
え
、
一

時
は
１
対
３
と
リ
ー
ド
さ
れ
た

が
残
り
２
分
で
追
い
付
き
執
念

で
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

中
央
ろ
う
学
校
は
６
月
に
同

好
会
と
し
て
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
わ
ず
か
５
カ
月
余
り
で
全
国
の
頂
点

に
輝
い
た
。
快
挙
の
要
因
は
、
10
番
の
佐

藤
一
侍
主
将
（
２
年
）
と
11
番
の
中
川
遥

翔
選
手
（
３
年
）
と
い
う
、
大
会
最
高
レ

ベ
ル
の
圧
倒
的
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
持
つ
２
人

を
周
囲
が
し
っ
か
り
と
支
え
た
こ
と
だ
ろ

う
。
４
年
連
続
出
場
で
悲
願
の
２
位
入
賞

を
果
た
し
た
名
古
屋
聾
学
校
は
、
ゴ
レ
イ

ロ
（
フ
ッ
ト
サ
ル
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
）

を
中
心
と
し
た
組
織
的
か
つ
体
を
張
っ
た

守
備
力
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
予
選
で
３

連
覇
を
狙
う
青
葉
高
等
学
園
を
破
り
、
決

勝
リ
ー
グ
で
も
中
央
ろ
う
学
校
を
追
い
詰

め
た
３
位
の
富
山
高
等
支
援
学
校
の
鋭
い

カ
ウ
ン
タ
ー
攻
撃
に
も
目
を
見
張
っ
た
。

　

熱
く
激
し
い
戦
い
も
終
わ
れ
ば
ノ
ー
サ

イ
ド
。
閉
会
式
後
の
食
事
会
は
笑
顔
が
絶

え
な
い
雰
囲
気
で
各
校
選
手
の
交
流
の
場

と
な
っ
た
。
来
年
度
の
全
国
大
会
は
兵
庫

県
姫
路
市
で
開
催
さ
れ
る
。
選
手
た
ち
の

笑
顔
や
真
剣
に
プ
レ
ー
す
る
姿
を
再
び
見

ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。　

　
　
（
フ
ォ
ト
ラ
イ
タ
ー
／
木
村
健
太
郎
）

公益財団法人
日本ライオンズ
www.lions-zaidan.or.jp

〒104-0031
東京都中央区京橋1丁目2-4
八重洲ノリオビル5階
03-6262-6108
office@lions-zaidan.or.jp

ろ
う
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10
月
23
〜
26
日
の
４
日
間
に
わ
た

り
、
第
62
回
東
洋
東
南
ア
ジ
ア
・
ラ

イ
オ
ン
ズ
（
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
／
オ
セ
ア

ル
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
北
海
道
札
幌
市

で
開
催
さ
れ
た
。
札
幌
で
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
開
催
は
実
に
41
年
ぶ
り
の
こ
と

だ
。
26
日
の
閉
会
式
で
発
表
さ
れ
た

登
録
者
数
は
１
万
４
７
１
人
。
日
本

は
６
９
４
０
人
、
韓
国
１
４
７
１
人
、

台
湾
８
５
０
人
を
始
め
と
す
る
オ
セ

ア
ル
地
域
各
国
か
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ

ン
バ
ー
が
集
い
、
共
に
学
び
、
交
流

し
た
。

　

24
日
、
大
和
ハ
ウ
ス
プ
レ
ミ
ス
ト
ド
ー

ム
（
札
幌
ド
ー
ム
）
で
行
わ
れ
た
開
会
式

に
は
約
８
０
０
０
人
が
入
場
し
た
。Ａ
・

Ｐ
・
シ
ン
国
際
会
長
の
入
場
で
は
、
今
年

９
月
に
結
成
さ
れ
た
東
京
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｈ
О

ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

の
会
長
で
も
あ
る
元
横
綱

白
鵬
が
先
導
役
と
し
て
サ
プ
ラ
イ
ズ
登

場
。
会
場
を
沸
か
せ
た
。
式
典
は
新
琴
似

天
舞
龍
神
に
よ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ（
よ

さ
こ
い
）
ソ
ー
ラ
ン
と
、
道
内
屈
指
の
規

模
を
誇
る
札
幌
国
際
情
報
高
校
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
に
よ
る
迫
力
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
華
や
か
に
開
幕
し
た
。

　

第
62
回
オ
セ
ア
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
組
織
委

員
会
の
鶴
嶋
浩
二
委
員
長
は
開
会
に
当
た

り
「
参
加
者
の
皆
様
の
持
つ
知
識
と
経
験

The 62nd OSEAL FORUM in SAPPORO

2025年10月23～26日

第62回東洋東南アジア
ライオンズフォーラム
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は
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
持
つ
最
大
の
財
産

で
す
。
お
互
い
の
学
び
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
私
た
ち
の
活
動
の
可
能
性
は
大
き
く

広
が
り
ま
す
。（
中
略
）
こ
こ
で
の
出
会

い
や
学
び
が
、
や
が
て
世
界
中
に
良
い
影

響
を
広
げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
話
し
、

実
り
あ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
し
よ
う
と
参
加

者
に
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
後
、
ホ
ス
ト
国
・
日
本
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
し
た
山
田
實
紘
名
誉
委
員
長

（
元
国
際
会
長
）、
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事

（
代
読
）、
秋
元
克
広
札
幌
市
長
が
歓
迎
の

言
葉
を
述
べ
た
。
続
い
て
ス
ピ
ー
チ
し
た

シ
ン
国
際
会
長
は
「
い
き
が
い
」「
改
善
」

「
わ
び
さ
び
」
な
ど
日
本
語
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
交
じ
え
つ
つ
、
今
年
度
国
際
会
長

テ
ー
マ
に
あ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要

性
や
、
会
員
拡
大
を
使
命
と
す
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
１
・
５
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て

説
き
、
奉
仕
の
担
い
手
を
増
や
す
た
め
に

一
人
ひ
と
り
が
行
動
を
起
こ
す
よ
う
訴
え

た
。
そ
の
後
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
・
５
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
日
本
か
ら
は
334
‐Ｄ
地
区

と
336
‐Ｃ
地
区
の
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
Ｇ
Ｍ

Ｔ
、Ｇ
Ｅ
Ｔ
担
当
者
が
表
彰
を
受
け
た
。

　

オ
セ
ア
ル
の
会
員
が
共
に
学
び
合
う
貴

重
な
機
会
と
し
て
、
会
期
中
は
20
も
の
会

議
や
セ
ミ
ナ
ー
が
組
ま
れ
た
。
第
１
〜
３

回
の
協
議
会
議
長
と
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
会

議
、国
際
会
長
と
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
会
議
、

上：サプライズ登場した元横綱･白鵬とシン国
際会長　右：鶴嶋委員長の開会あいさつ
下：会場スクリーンに同時通訳を表示
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国
際
第
一
副
会
長
と
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の

会
議
な
ど
役
職
者
を
対
象
と
す
る
会
議
の

他
、
25
日
に
は
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
各
種
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
日

本
の
会
員
向
け
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
や
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
・

５
セ
ミ
ナ
ー
は
座
席
が
足
り
な
く
な
る
ほ

ど
の
盛
況
と
な
っ
た
。

　

札
幌
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

な
未
来
に
向
け
て「
環
境
」「
循
環
」「
共
生
」

を
掲
げ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
と
プ

ル
タ
ブ
を
回
収
し
、
そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
収

益
で
ワ
ク
チ
ン
を
提
供
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
業
が
展
開
さ
れ
た
。

　

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は

集
ま
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
一

部
、
８
万
１
８
９
１
個
を
使
っ
て
地
域
の

学
生
や
参
加
者
が
「W

e Serve

」
な
ど

の
文
字
を
描
く
巨
大
ア
ー
ト
作
品
を
制

作
。「
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
で
作
っ
た
最
大

の
文
字
ア
ー
ト
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
に
認
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
札
幌
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
支
援
事
業
で
あ
る
全
国
特
別
支
援

学
校
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
を
紹
介
す
る
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
チ
も
行
わ
れ
、
大
き

な
注
目
を
集
め
た
。

　

最
終
日
の
26
日
、
本
部
ホ
テ
ル
の
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
で
開
か
れ
た
閉
会

見事ギネス世界記録を打ち立てたペットボトル
キャップの文字アート

大会登録の会場が置かれた
北海道庁旧本庁舎（赤れんが庁舎）
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式
。
鶴
嶋
委
員
長
は
ぎ
っ
し
り
と
ホ
ー
ル

を
埋
め
た
参
加
者
に
向
け
た
閉
会
あ
い
さ

つ
に
、
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
た
。

　
「
世
界
各
地
で
紛
争
が
相
次
ぐ
中
、
オ
セ

ア
ル
内
で
も
政
治
的
な
緊
張
が
高
ま
っ
て

い
る
国
や
地
域
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
政
治
あ
る
い
は

宗
教
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
違
い
を
超
え
て

奉
仕
と
い
う
共
通
の
目
的
の
下
で
手
を
取

り
合
い
、
平
和
な
世
界
を
築
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
」

　

閉
会
式
で
は
第
62
回
オ
セ
ア
ル
フ
ォ
ー

ラ
ム
決
議
委
員
会
の
諏
訪
昇
三
委
員
長
か

ら
、
ス
イ
ス
の
カ
ー
ル
・
ロ
バ
ー
ト
・
レ
ッ

ド
ビ
ー
元
国
際
理
事
を
国
際
第
３
副
会
長

候
補
者
と
し
て
支
持
す
る
こ
と
、
ま
た
、

日
本
の
松
岡
勲
元
協
議
会
議
長
（
335
複
合

地
区
）
と
中
国
の
リ
ン
・
ジ
ー
ユ
ー
元
地

区
ガ
バ
ナ
ー
（
380
地
区
）
を
オ
セ
ア
ル
地

域
か
ら
選
出
さ
れ
る
国
際
理
事
候
補
者
と

し
て
支
持
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
決
議
な

ど
、
感
謝
決
議
を
含
む
18
項
目
が
報
告
さ

れ
た
。

　

最
後
に
、
第
62
回
組
織
委
員
会
の
鶴
嶋

委
員
長
か
ら
、
第
63
回
の
ダ
ト
・
オ
ー
イ
・

チ
ャ
オ
・
シ
・
フ
ァ
ン
委
員
長
へ
の
引
き

継
ぎ
が
行
わ
れ
、
閉
幕
し
た
。

　

第
63
回
オ
セ
ア
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
26
年

11
月
12
〜
15
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
ナ
ン

で
開
催
さ
れ
る
。

上：25日、一般社団法人日本ライオンズが主催して行われたジャパン・レセプションでは、松岡勲
2026～28年国際理事候補者を激励
下（左右）：閉会式

ミッション 1.5 セミナー

協議会議長とガバナーの会議

ゾーンチェアパーソン・セミナー

（公財）日本ライオンズ特別支援学校
フットサル大会エキシビションマッチ
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国際会長公式訪問

ライオンズの奉仕を
もっと拡大させるために

A.P. シン国際会長日本公式訪問
2025年10月26～30日
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札
幌
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席
す
る
た
め
に

来
日
し
た
Ａ・Ｐ・
シ
ン
国
際
会
長
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
閉
会
し
た
10
月
26
日
か
ら

30
日
に
か
け
て
日
本
公
式
訪
問
を
行
い
、

札
幌
、
東
京
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
を
訪
れ

た
。

　

公
式
訪
問
の
式
典
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了

後
の
26
日
午
後
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札

幌
で
開
催
さ
れ
た
。
一
般
社
団
法
人
日
本

ラ
イ
オ
ン
ズ
（
喜
多
友
一
理
事
長
）
主
催

の
式
典
に
は
330
〜
337
複
合
地
区
の
会
員
３

９
０
人
が
登
録
し
、
シ
ン
国
際
会
長
と
奉

仕
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
サ
ン
ギ
ー
タ
・

ジ
ャ
テ
ィ
ア
国
際
理
事
会
ア
ポ
イ
ン
テ
ィ

（
元
国
際
理
事
）
を
歓
迎
し
た
。

　

シ
ン
国
際
会
長
は
講
演
の
中
で
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
１
・
５
が
目
標
と
す
る
会
員
数
１

５
０
万
と
い
う
数
字
を
最
初
に
示
し
た
の

は
村
上
薫
元
国
際
会
長
（
１
９
８
１
‐
82

年
度
）で
あ
る
こ
と（
35
㌻
に
関
連
記
事
）、

ま
た
、
自
身
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
し
て
心
に

深
く
刻
ん
で
き
た
言
葉
は
、
山
田
實
紘
元

国
際
会
長
（
２
０
１
５
‐
16
年
度
）
が
国

際
会
長
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
「
尊
厳
・
調
和
・

人
間
性
」
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
た
。
そ

し
て
、
奉
仕
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
よ
り
大
き

い
も
の
に
す
る
た
め
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
・

５
を
打
ち
出
し
た
背
景
に
は
、
日
本
が
輩

出
し
た
２
人
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
コ
ン
セ

プ
ト
が
あ
っ
た
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、

会
員
を
増
や
し
、
よ
り
多
く
の
奉
仕
を
提

供
す
る
た
め
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
よ
う
訴
え
た
。

　

講
演
後
は
、
札
幌
創
成
イ
ー
ス
ト 

ラ
イ

オ
ン
ズ
クブ
ラ

の
結
成
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

会
長
か
ら
新
会
員
に
向
け
て
、
奉
仕
活
動

若手会員とのタウンホールミーティング
　A.P.シン国際会長と直接対話するタウンホールミーティングに
は、首都圏を中心に北海道から宮崎まで全国から若手会員
54人が参加。シン国際会長は率直な声を聞かせるよう促し、
サンギータ・ジャティア元国際理事と共に参加者の切実な悩み
や質問に回答した。
　「年長の会員に話を聞いてもらえない」という悩みには、サ
ンギータ元国際理事が「同世代の仲間を増やして自分たちが
楽しいと感じる奉仕事業を企画する。楽しい活動ならば年長
の会員も喜んで加わるはず」と助言した。
　「プロトコールについてどう考えているか？」という質問にはシ
ン国際会長が「会合を円滑に進めるためのもので、席順や話
す順番が重要なわけではない。私にとってそれは『責任』で
あり、プロトコールの一番上に名前がある人は何事も率先して
行動すべきだと考えている」と答えた。
　シン国際会長は 2時間半にわたるミーティングの中で、クラ
ブ運営においても奉仕事業においても、自分たちが良いと考

える通り自由に活動するよ
う激励すると共に、「全て
において重要なのは最適
のバランスを見つけるこ
と、そして互いに尊重し
合うこと」と説いた。
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紅葉に彩られた定山渓

で
も
例
会
で
も
自
分
た
ち
に
と
っ
て
最
適

だ
と
思
う
方
法
で
取
り
組
む
よ
う
に
と
、

激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

　

シ
ン
国
際
会
長
と
サ
ン
ギ
ー
タ
元
国
際

理
事
は
27
日
午
前
中
に
札
幌
か
ら
東
京
へ

移
動
し
、
午
後
に
は
「
若
手
会
員
と
の
タ

ウ
ン
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
臨
ん
だ
。

会
場
に
は
全
国
か
ら
若
手
会
員
54
人
が
参

集
。
シ
ン
国
際
会
長
は
若
手
会
員
か
ら
投

げ
か
け
ら
れ
た
質
問
や
悩
み
に
対
し
、
自

ら
の
体
験
を
語
っ
た
り
、
分
か
り
や
す
い

例
え
を
挙
げ
て
説
明
し
た
り
し
な
が
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
送
り
、
規
則
の
範
囲
内
で
、

自
分
た
ち
の
ク
ラ
ブ
の
こ
と
は
自
分
た
ち

で
自
由
に
決
め
、
楽
し
く
ク
ラ
ブ
活
動
に

取
り
組
む
よ
う
促
し
た
。

　

28
日
は
午
前
中
に
中
央
区
八
重
洲
に
あ

る
一
般
社
団
法
人
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
事

務
所
を
訪
問
し
、
喜
多
理
事
長
か
ら
社
団

の
組
織
や
役
割
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
午
後
に
は
日
本
青
年
会
議
所
の
外
口

真
大
会
頭
（
２
０
２
５
年
度
）
と
の
対
談
、

330
複
合
地
区
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
報
告
会
に

出
席
し
た
。
帝
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
日

本
青
年
会
議
所
会
頭
と
の
対
談
で
は
、
シ

ン
国
際
会
長
か
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
つ
い
て
説
明
。
地
域
奉
仕
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ス
キ
ル
な
ど
Ｊ
Ｃ
で
培
っ

た
経
験
を
卒
業
後
は
ぜ
ひ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
で
生
か
し
て
ほ
し
い
と
希
望
を
伝
え

た
。

　

翌
29
日
は
、
東
京
新
宿
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

が
募
金
活
動
の
た
め
に
新
宿
駅
東
口
広
場

に
設
置
し
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
像
「
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｉ
Ｏ
Ｎ（
み
ら
い
お
ん
）」
や
ラ
イ
オ
ン
ズ

が
支
援
す
る
都
内
の
こ
ど
も
食
堂
を
視

察
。
そ
の
後
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
移
動

し
て
イ
ン
ド
系
の
会
員
で
結
成
さ
れ
た
筑

波
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
ン
ズ 

ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

の

結
成
式
に
出
席
し
た
。

　

休
む
間
を
惜
し
む
よ
う
に
会
合
や
視
察

に
奔
走
し
た
シ
ン
国
際
会
長
。
日
本
の
会

員
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
続
け
た
４
日

間
だ
っ
た
。 し

ん
し

330複合地区アクティビティ報告会330複合地区アクティビティ報告会 一般社団法人日本ライオンズとの懇談会

こども食堂の視察

インド系の会員を中心に発足した
筑波グローバルガンズ ライオンズク

ブ
ラ結成式

新宿駅東口・MILIONの視察



21　　LION  2025 年冬号21　　LION  2026 年冬号

　A.P.シン国際会長と外口真大日
本青年会議所（JC）会頭の対談
は、明るく豊かな社会を目指して社
会貢献事業を展開する日本JCにラ
イオンズクラブの活動を知ってもら
おうと、ライオンズ側の提案で実現
した。ライオンズからは仁科良三、
田名部智之両国際理事、鶴嶋浩
二LCIF理事、鈴木誓男GATエリ
アリーダーら、日本JＣからは主に渉
外・国際関係の役員が同席。自らも
JC卒業生である田名部国際理事
をモデレーターとして進められた。
　対談ではまずシン国際会長か
ら、ライオンズクラブは世界最大の
奉仕クラブ組織であること、各クラ
ブは地域のニーズに応じた活動を

自ら決定し実施していること、会員
の自己啓発や指導力育成にも力
を注いでいること、また現役世代
の会員も活動しやすいようIT活
用などによる柔軟なクラブ運営が
可能であることを説明した。そし
て、JCには優れた指導力育成プ
ログラムがあり、多くの国々のライ
オンズクラブにおいてJC卒業生
が指導的な役割を担っていると
述べ、「卒業後はJCでの経験を
生かしてライオンズクラブで奉仕
活動を継続してほしい」との期待
を表明した。
　外口会頭はJCに40歳までとい
う制限があるのは、それまでにリー
ダーシップや社会課題解決につ

いて学んで卒業後に社会に還元
していくためであり、その方法には
自ら組織を立ち上げること、既存
の奉仕団体に加わることなど多く
の選択肢があると説明。そして、特
定の団体の推奨はできないとし
つつ「ライオンズクラブは社会貢
献という点でJCと大きな共通点が
ある」と述べた。
　シン国際会長は「情報を交換
し合い、互いの奉仕活動に参加
することから始めてはどうか」と提
案。外口会長は「同じ目的を持っ
て共に運動を展開することが最初
のステップになる」と応じ、共通の
目的である奉仕事業で連携を
図っていくことで同意した。

日本青年会議所
第74代会頭 外口真大

ライオンズクラブ国際協会
国際会長 A.P. シン

対　談
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ス
ブ
レ
イ
ク
で
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た
後
、
国

際
本
部
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
レ
オ
ラ
イ

オ
ン
理
事
会
リ
エ
ゾ
ン
、Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
の

レ
オ
諮
問
パ
ネ
リ
ス
ト
、
国
連
レ
オ
代
表

が
登
壇
し
、
レ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
や

　

第
６
回
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
レ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
５
大
阪
は
、
大
阪
府
泉
佐
野
市
の

関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
を

会
場
に
11
月
７
〜
９
日
の
３
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
た
。
登
録
者
は
約
４
０
０
人

と
、
当
初
の
予
想
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

海
外
か
ら
は
香
港
・
マ
カ
オ
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ン
ド
の
約
１
０
０
人
、
日
本
各
地
か
ら

も
１
０
０
人
を
超
え
る
レ
オ
ク
ラ
ブ
会
員

が
集
結
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
約
２
０

０
人
も
駆
け
付
け
、
国
境
を
越
え
た
友
情

と
学
び
に
満
ち
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
っ

た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は 「Together, w

e 
change tom

orrow

」。
共
に
学
び
、
共
に

未
来
を
創
る
レ
オ
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
、
会
場

は
活
気
に
あ
ふ
れ
た
。

　

初
日
は
、
乾
靖
英
レ
オ
実
行
委
員
長
の

力
強
い
開
会
宣
言
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
ア
イ

レオフォーラム

共
に
未
来
を
創
る

Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
レ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

東
洋
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
レ
オ
ク
ラ
ブ
会
員
が
集
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
２

０
１
７
年
の
第
１
回
と
第
２
回
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
香
港
と
続
き
、
第
６
回
を
迎
え
て
初
め
て
、

日
本
が
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
。



セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
始

ま
り
、
午
後
の
奉
仕
活
動
で
は
、
困
窮
家

庭
の
子
ど
も
た
ち
に
贈
る
お
菓
子
を
詰
め

合
わ
せ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ギ
フ
ト
作
り
、
日

本
の
け
ん
玉
に
着
想
を
得
た
紙
筒
の
お
も

ち
ゃ
「
筒
け
ん
」
の
制
作
を
行
っ
た
。
各

国
混
合
チ
ー
ム
で
協
力
し
な
が
ら
カ
ラ
フ

ル
な
筒
け
ん
を
仕
上
げ
、
完
成
後
に
は
自

然
と
ラ
リ
ー
大
会
が
始
ま
り
、
会
場
に
大

き
な
歓
声
が
響
い
た
。

　

こ
の
日
夜
の
「
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
」

は
ま
ず
高
校
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演

奏
で
幕
を
開
け
、
そ
の
後
、
田
名
部
智
之

国
際
理
事
、
濱
野
雅
司
元
国
際
理
事
、
笹

部
美
千
代
335
‐Ｂ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
３
人

が
順
に
登
壇
し
、
若
き
リ
ー
ダ
ー
た
ち
へ

レ
オ
の
役
割
、最
新
動
向
が
共
有
さ
れ
た
。

続
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
レ
オ
と

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
協
働
」「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
キ
ル
」
な
ど
の
研

修
に
取
り
組
ん
だ
。

　

初
日
夜
の「
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
ナ
イ
ト
」

は
各
国
の
旗
が
入
場
す
る
荘
厳
な
フ
ラ
ッ

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
幕
を
開
け
、
居
合
道
の

演
武
が
来
場
者
を
魅
了
し
た
。
千
代
松
大

耕
泉
佐
野
市
長
、
仁
科
良
三
国
際
理
事
、

喜
多
友
一
一
般
社
団
法
人
日
本
ラ
イ
オ
ン

ズ
理
事
長
の
祝
辞
、
城
阪
勝
喜
元
国
際
理

事
の
乾
杯
に
続
き
、
国
際
色
豊
か
な
交
流

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

２
日
目
は
「
仲
間
を
増
や
す
工
夫
」
と

題
し
た
会
員
の
リ
ク
ル
ー
ト
に
つ
い
て
の

築
の
美
し
さ
を
体
感
。
だ
ん
じ
り
会
館
で

は
、
迫
力
あ
る
だ
ん
じ
り
祭
の
映
像
や
実

物
展
示
に
触
れ
、
地
域
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
た
。
更
に
和
菓
子
職
人
の
指
導
に
よ

る
和
菓
子
づ
く
り
体
験
が
行
わ
れ
、
参
加

者
同
士
が
笑
顔
で
交
流
し
な
が
ら
日
本
文

化
を
味
わ
う
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
人
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
国

境
を
越
え
て
議
論
し
、
未
来
へ
踏
み
出
す

大
き
な
力
を
育
ん
だ
３
日
間
で
あ
っ
た
。

日
本
の
お
も
て
な
し
に
対
し
て
海
外
の
参

加
者
か
ら
称
賛
が
次
々
と
寄
せ
ら
れ
、
日

本
で
初
開
催
と
な
っ
た
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
レ
オ

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
た
。

（
取
材
：
ラ
イ
オ
ン
誌
日
本
語
版
委
員
／

秋
山
洋
一
郎
）　

温
か
い
祝
福
の
言
葉
を
送
っ
た
。
あ
い
さ

つ
の
後
は
サ
ッ
ク
ス
ト
リ
オ
が
軽
快
な
音

色
で
会
場
を
包
み
、
文
化
交
流
の
夜
を
華

や
か
に
彩
っ
た
。
続
く
ア
ワ
ー
ド
授
与
式

で
は
、
執
行
部
役
員
、
レ
オ
た
ち
の
活
躍

に
対
す
る
ア
ワ
ー
ド
、
ま
た
ラ
イ
オ
ン
ズ

役
員
に
対
す
る
国
際
会
長
賞
が
授
与
さ

れ
、祝
福
の
拍
手
に
包
ま
れ
た
。
最
後
に
、

来
年
度
開
催
地
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ

ナ
ン
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
次

回
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
期
待
が
大
き
く
高

ま
っ
た
。

　

３
日
目
は
岸
和
田
エ
リ
ア
を
巡
る
カ
ル

チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、
参
加
者
は

日
本
の
歴
史
と
文
化
に
触
れ
た
。
岸
和
田

城
で
は
城
郭
と
庭
園
を
散
策
し
て
伝
統
建
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の
方
の
理
解
と
協
力
を
得
て
組
織
を
大
き

く
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

長
き
に
わ
た
り
女
性
会
員
の
拡
大
推
進

に
一
方
な
ら
ぬ
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

山
田
實
紘
元
国
際
会
長
の
基
調
講
演
で

は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ

た
世
界
的
な
女
性
の
権
利
向

上
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、

女
性
の
能
力
を
引
き
出
し
、

力
を
与
え
、
権
限
を
与
え
、

主
体
的
に
行
動
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
こ
と
で
会
員
減
少

が
続
く
組
織
の
活
性
化
を
図

り
、
新
会
員
を
獲
得
す
る
こ

と
で
奉
仕
活
動
を
拡
大
し
て

い
く
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

同
じ
く
女
性
比
率
が
低
い
政

治
の
世
界
か
ら
４
人
の
衆
議

院
議
員
を
招
い
て
の
ワ
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
り
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
ガ
ラ
ス
の
天

井
を
打
ち
破
る
」。
モ
デ
レ
ー

タ
ー
の
岡
本
三
成
議
員
（
公

明
党
／
東
京
綾
瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

）
は
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
の
豊
富
な
経
験
か
ら
く
る
現

場
感
覚
と
理
論
を
兼
ね
備
え
た
政
策
通

で
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
る
く
リ
ー
ド
さ
れ

ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
野
田
聖
子
議
員

（
自
民
党
／
岐
阜
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

）
は

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
・
５
の
会
員
拡
大
の
一

環
と
し
て
、
11
月
19
日
に
東
京
・
永
田
町

の
衆
議
院
会
館
で
全
日
本
女
性
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
６
団
体
、
財
団
法

人
１
団
体
か
ら
の
参
加
を
含
む
ノ
ン
ラ
イ

オ
ン
61
人
を
お
迎
え
し
、
予
定
を
34
人
上

回
る
総
勢
３
３
４
人
が
集
い
、
会
場
の
模

様
は
、
今
期
入
会
し
た
全
国
の
女
性
会
員

が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
視
聴
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
は
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
奉
仕
活
動
に
つ
い
て
論
じ
合
い
、
多
く

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
ダ
ン
ス
は
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
有
効
と
い
う
こ

と
で
、Ｗ
Ｙ
Ｐ
Ｔ
で
は
福
祉
施
設
の
訪
問

な
ど
に
応
用
し
た
奉
仕
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

終
始
熱
気
い
っ
ぱ
い
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
終
了
後
、
参
加
さ
れ
た
ノ
ン
ラ
イ
オ
ン

が
入
会
さ
れ
た
と
い
う
う
れ
し
い
報
告
が

相
次
い
で
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
運
営
に
は
一
般
社
団

法
人
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
併
せ
て
国
際
協
会
の
ニ
ュ
ー
ヴ
ォ

イ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
補
助
金
を
活
用
し
ま

し
た
。
ま
た
、
330
複
合
地
区
運
営
委
員
会

の
お
力
添
え
に
よ
り
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
関
係
各
位
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

子
育
て
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
体
験
か
ら

多
様
性
へ
の
理
解
を
説
き
、
人
間
味
あ
ふ

れ
る
言
葉
で
一
貫
し
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

の
価
値
観
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
官
僚
出
身

で
政
策
立
案
に
長
け
た
玉
木
雄
一
郎
議
員

（
国
民
民
主
党
／
香
川
県
・
三
木
さ
ぬ
き

ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

）
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
会
員
の

寄
付
に
触
れ
、
免
税
で
あ
っ
て
良
い
分
野

と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
３
人
目
の

パ
ネ
リ
ス
ト
、新
人
で
あ
り
な
が
ら
若
手・

女
性
議
員
の
視
点
を
も
っ
と
政
治
に
反
映

さ
せ
た
い
と
党
首
選
挙
に
立
っ
た
吉
田
は

る
み
議
員
（
立
憲
民
主
党
）
は
、
男
性
中

心
に
な
り
が
ち
な
組
織
に
挑
み
政
治
の
構

造
を
変
え
た
い
と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。Ｇ

Ａ
Ｔ
、Ｗ
Ｙ
Ｐ
Ｔ
、ウ
ィ
メ
ン
ズ
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
５
人
と
の
や
り

と
り
で
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
奉
仕
活
動
に
つ

い
て
示
唆
に
富
ん
だ
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ（
心

の
健
康
・
社
会
的
に
良
好
な
生
活
・
身
体

の
健
康
）、
持
続
可
能
な
子
ど
も
食
堂
、

思
い
や
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
特
別
支
援
学

校
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
と
寺
子
屋
事
業
・
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
・
思
い
や
り
ナ
プ

キ
ン
）
の
三
つ
の
テ
ー
マ
で
分
科
会
を
行

い
ま
し
た
。
最
後
は
、
高
齢
社
会
に
対
応

す
る
「
ダ
レ
デ
モ
ダ
ン
ス
」
の
講
習
で
、

開
発
者
で
あ
る
Ｔ
Ｒ
Ｆ
の
Ｓ
Ａ
Ｍ
さ
ん
の

女性活躍と奉仕を考える
全日本女性シンポジウム

GATエリアリーダー
小川晶子（東京ウィル）

GAT日本
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め
る
。③
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
、ガ
イ
デ
ィ

ン
グ
ラ
イ
オ
ン
、
今
後
結
成
を
考
え
る
会

員
が
現
状
を
把
握
し
、
課
題
を
共
有
し
、

課
題
解
決
と
今
後
の
結
成
に
つ
い
て
意
見

を
共
有
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
名
古
屋
市
の
ウ
ィ

ン
ク
愛
知
を
会
場
と
す
る
集

合
型
研
修
と
し
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

や
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
併

用
し
つ
つ
、
11
月
22
、
23
日

の
２
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
社
団
法
人
日
本
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
ご
支
援
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
学
生
会
員
以

外
の
会
員
か
ら
は
参
加
費
５

０
０
０
円
を
徴
収
。
そ
れ
を

学
生
へ
の
旅
費
の
補
助
と
し

て
使
用
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
、
ク
ラ

ブ
支
部
の
学
生
会
員
30
人

と
、
一
般
会
員
42
人
の
計
72

人
が
参
加
し
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で

は
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
11
ク
ラ
ブ
か
ら

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
現
地
参
加
で
の
報

告
が
４
ク
ラ
ブ
（
岐
阜
医
療
科
学
大
学
、

金
沢
城
北
支
部
、
島
根
県
・
周
南
公
立
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
、
中
部
国
際
医
療
学
院
）、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
報
告
が
４
ク
ラ
ブ
（
八
戸

工
大
ば
ん
ら
ぼ
、
土
浦
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
・Ｓ
Ｗ

　

全
国
で
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
設
立
が
進
む
中
、
２
０
２
５
年
は
既

に
11
ク
ラ
ブ
が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
学
生
会
員
が
一
堂
に
会
し
、

活
動
を
共
有
し
親
睦
を
深
め
る
機
会
が
今

ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
以
後
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
）
を
開
催
し
た
目
的
は
、①

学
生
会
員
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協

会
の
組
織
と
概
要
を
学
ぶ
。②
学
生
会
員

同
士
が
活
動
内
容
を
共
有
し
、
懇
親
を
深

ナ
ー
、
山
崎
も
と
み
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
副

理
事
長
に
よ
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
結
成
の
経
緯
に
つ
い
て
」
の
講

演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
学
生
会
員
と
一
般
会
員
に

分
か
れ
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
公
認
講
師
が
そ

れ
ぞ
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。
学
生
会
員
向
け
で
は
奉
仕
活
動
、
活

動
の
工
夫
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
継
続
性
・

会
員
を
増
や
す
工
夫
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
活
発
な
討
論
も

あ
り
、
奉
仕
活
動
に
対
し
て
の
意
欲
が
増

し
、
自
立
し
た
ク
ラ
ブ
に
向
け
て
の
内
容

が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
員
向
け
で

は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ク
ラ
ブ
設
立
時
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
仕
方
、
会
員
の
継
続
性
の
問
題

点
と
維
持
す
る
工
夫
、
会
費
の
在
り
方
等

の
問
題
点
や
工
夫
に
つ
い
て
の
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
両
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら

の
報
告
を
受
け
、
今
後
に
つ
な
が
る
会
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
良
好
な
回
答
が

得
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
問
題
点
と
し

て
は
開
催
時
期
、遠
方
か
ら
の
移
動
手
段
、

補
助
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
設

立
だ
け
で
な
く
、
学
生
会
員
自
身
が
自
立

し
た
活
動
と
運
営
を
す
る
た
め
に
継
続
し

た
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
共
有
さ
れ

ま
し
た
。

Ｅ
Ｅ
Ｔ
支
部
、
熊
本
火
の
国
キ
ャ
ン
パ
ス

支
部
、
宮
崎
国
際
大
学
）、
ビ
デ
オ
で
の

報
告
が
２
ク
ラ
ブ
（
島
根
県
立
大
学
あ
か

え
ん
ぴ
つ
く
ん
キ
ャ
ン
パ
ス
、
同
Ｄ
Ｓ
Ａ

Ｃ
キ
ャ
ン
パ
ス
）、Ｐ
Ｄ
Ｆ
報
告
が
１
ク
ラ

ブ
（
島
根
県
・
浜
田
橙
蘭
キ
ャ
ン
パ
ス
）

で
し
た
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
献
血
・
骨
髄
バ
ン

ク
、防
災・非
常
時
の
準
備
、糖
尿
病
予
防
、

レ
モ
ネ
ー
ド
ス
タ
ン
ド
、薬
物
乱
用
防
止
、

子
ど
も
食
堂
支
援
、
英
語
弁
論
大
会
、
清

掃
活
動
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
に
よ
る

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
寄
付
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
学

生
の
ア
イ
デ
ア
、
若
さ
、
活
力
に
あ
ふ
れ

た
報
告
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
名
部
智
之
国
際
理
事
、
マ
ー

ズ
佐
子
オ
セ
ア
ル
調
整
事
務
局
長
に
よ
る

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
セ
ミ

キャンパスライオンズクラブ
カンファレンス報告
ライオンズ公認講師

山田実貴人（岐阜県・美濃加茂）

GAT日本
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国際会長メッセージ

ライオンズクラブ国際協会 会長
A.P. シン

　私たちはライオンズとして、変化は待っているものではなく、自ら
起こすものであると知っています。そして日々、無数の形でそれを生
み出しています。おなかをすかせた人に食事を提供することや、環境
を保護することから、最も必要としている人々に希望を与え、支援す
ることに至るまで、ライオンズは変化を起こしています。私たちは世
界をより良い場所にすると口にするだけでなく、一つひとつの奉仕に
よってそれを実行に移しているのです。
　
　変化を生むためには優れたリーダーシップと感動的な奉仕が必要で
あり、私たちは共にこれらの特質を体現しています。ライオンズは思
いやりによって導き、目的を持って行動し、自らも加わって万人のた
めに明るい未来を築こうとする他者の意欲を喚起します。

　ミッション 1.5を通して、世界各地のライオンズはこの仕事を分かち
合う新会員を迎え入れています。新会員の一人ひとりが変化をもたら
す私たちの能力を増幅させ、新鮮なアイデア、活力、視点をもたらし
てくれます。私たちが拡大すれば、永続的なインパクトを生み出すこ
とで各地域社会と世界を変える私たちの能力も高まります。

　今年度、私たちは奉仕週間の取り組みを通して、心の健康とケア、
食料支援、環境保全に真の変化を起こしています。これらの分野に力
を注ぐ 3回の奉仕週間は、私たちが結束した時の強さを反映し、ライ
オンズが達成できることの力を世界に示します。

　引き続き勇気を持って導き、心を込めて奉仕することで、本当に重
要な変化を生み出していきましょう。

共に奉仕を

変化はここから始まる変化はここから始まる
ライオンズの皆さんへ

We Serve.

国際協会指定記事
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ラ
イ
オ
ン
ズ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

際
理
事
に
就
任
し
て
５
カ
月
ほ

　
　
　
　

ど
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、Ｌ

　
　
　
　

Ｃ
Ｉ
Ｆ
理
事
長
公
式
訪
問
（
名

古
屋
）、
国
際
理
事
会
（
イ
ン
ド
・
コ
ル

カ
タ
）、
東
洋
東
南
ア
ジ
ア
・
ラ
イ
オ
ン

ズ（
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
）フ
ォ
ー
ラ
ム（
札
幌
）、

国
際
会
長
公
式
訪
問
、Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
レ
オ

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
大
阪
）、
全
日
本
女
性
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
東
京
）、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
名

古
屋
）
と
、
大
き
な
集
ま
り
が
目
白
押
し

で
し
た
。

　

各
種
会
議
で
は
、
国
際
会
長
を
始
め
と

す
る
執
行
役
員
、
理
事
、
ア
ポ
イ
ン
テ
ィ
、

リ
エ
ゾ
ン
、
協
会
職
員
が
、
単
一
ク
ラ
ブ・

会
員
が
よ
り
良
く
奉
仕
で
き
る
よ
う
、
そ

し
て
国
際
協
会
が
よ
り
発
展
す
る
よ
う
、

真
剣
に
議
論
し
て
い
ま
す
。言
葉
や
文
化
、

年
齢
、
生
い
立
ち
が
違
う
中
で
合
意
点
を

見
つ
け
て
物
事
を
決
め
て
い
く
の
は
大
変

な
作
業
で
す
。
幸
い
、
協
議
会
議
長
や
一

般
社
団
法
人
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
理
事
長

を
務
め
る
中
で
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
の
国
際
会
議
の
経
験
が
あ
っ
た
た
め
、

面
食
ら
わ
ず
に
対
応
出
来
ま
し
た
が
、
国

内
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
常
識
で
頭
が
凝
り
固

ま
っ
て
い
た
な
ら
ば
国
際
会
議
で
は
通
用

し
な
い
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

　

一
般
に
、
日
本
人
は
言
葉
の
壁
や
控
え

め
な
国
民
性
か
ら
国
際
的
な
会
議
で
は
意

見
を
言
わ
ず
、
外
国
人
と
交
流
し
な
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
先
輩

の
元
国
際
理
事
か
ら「
し
っ
か
り
と
発
言・

行
動
す
る
よ
う
に
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、意
識
し
て
会
議
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
仁
科
良
三
国
際
理

事
と
共
に
会
議
で
も
会
議
外
で
も
積
極
的

に
発
言
や
交
流
を
し
て
お
り
、
理
事
会
の

中
で
日
本
の
理
事
の
認
知
度
は
高
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

理
事
会
の
委
員
会
に
お
い
て
は
、Ａ
・

Ｐ
・
シ
ン
国
際
会
長
の
指
名
に
よ
り
会
員

増
強
委
員
会
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
協
会

が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン

１
・
５
」「
レ
オ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
・
女
性

会
員
拡
大
」
を
担
当
す
る
委
員
会
で
す
。

数
あ
る
委
員
会
の
中
で
も
、
毎
月
開
催
さ

れ
る
忙
し
い
委
員
会
で
す
。

　

同
委
員
会
の
中
で
は
、
会
員
の
減
り
続

け
る
日
本
、
そ
の
中
で
も
会
員
減
少
が
著

し
い
東
北
出
身
の
理
事
と
し
て
、
大
変
難

し
い
立
場
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
国
際

理
事
は
会
員
拡
大
の
手
本
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
出
身
の
国
と
複
合
地
区
の
会

員
動
静
や
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
る
か
ら

で
す
。
委
員
会
に
お
い
て
会
員
増
強
補
助

金
の
承
認
や
新
た
な
方
針
作
り
の
役
割
を

果
た
す
だ
け
で
な
く
、「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
・

５
」
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、「
人
に
モ
ノ
を
言
う

前
に
あ
な
た
は
で
き
て
い
る
の
か
？
」
と

問
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

会
員
増
に
関
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
要
素

し
か
見
つ
か
ら
な
い
昨
今
で
は
あ
り
ま
す

が
、
私
は
日
本
の
会
員
拡
大
は
必
ず
出
来

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
根
拠
が

あ
り
、
既
に
成
果
も
出
始
め
て
い
ま
す
。

日
本
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
は
独
自
の
価
値
観

や
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
が
あ
り
、
そ
れ
が
強
み

と
な
っ
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

時
代
が
進
み
、
奉
仕
の
ニ
ー
ズ
や
環
境
が

大
き
く
変
わ
り
、
そ
の
価
値
観
や
ラ
イ
オ

ニ
ズ
ム
が
成
長
発
展
の
妨
げ
に
な
る
ば
か

り
か
組
織
の
減
退
の
要
因
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
強
い
者
が
生
き
残
る
の
で
は
な
く
変
化

に
対
応
し
た
も
の
が
生
き
残
る
」
と
言
わ

れ
る
通
り
、
ど
の
よ
う
な
要
因
や
環
境
で

あ
っ
て
も
変
化
に
適
応
で
き
た
者
の
み
が

成
長
・
発
展
・
生
き
残
る
の
だ
と
私
も
思

い
ま
す
。
今
年
度
、
日
本
Ｇ
Ａ
Ｔ
や
地
区

ガ
バ
ナ
ー
、Ｇ
Ｍ
Ｔ
・Ｇ
Ｅ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
の

皆
さ
ん
と
の
成
功
事
例
の
共
有
や
具
体
的

な
取
り
組
み
を
通
し
て
全
国
の
ラ
イ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
の
意
識
に
変
化
が
生
じ
、
こ
こ

数
年
、
苦
戦
し
て
き
た
ク
ラ
ブ
結
成
や
会

員
増
に
め
ど
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。
持
続

可
能
で
多
様
な
奉
仕
の
受
け
皿（
ク
ラ
ブ
）

を
増
や
し
、
奉
仕
の
受
益
者
の
た
め
に
新

し
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
未
来
を
共
に

切
り
開
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

未
来
を
切
り
開
く
会
員
拡
大
の
取
り
組
み

◉
国
際
理
事

田
名
部
智
之
（
八
戸
）

国
際
理
事
だ
よ
り

国
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ラ
イ
オ
ン
ズ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

パ
ー
ル
の
ビ
ラ
ト
ナ
ガ
ル
で
は
、

　
　
　
　

未
診
断
の
糖
尿
病
の
有
病
率
が

　
　
　
　

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。
多
く
の
人
は
自
身
が
糖
尿
病
で
あ
る

こ
と
に
気
付
か
な
い
ま
ま
、
診
断
と
治
療

の
遅
れ
に
よ
っ
て
、
心
血
管
疾
患
、
腎
不

全
、
そ
の
他
の
合
併
症
と
い
っ
た
長
期
的

な
健
康
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。

325
‐Ｃ
地
区
の
レ
オ
た
ち
は
、
こ
の
状

況
に
奉
仕
の
ニ
ー
ズ
を
見
い
だ
し
、
行
動

を
起
こ
し
た
。
多
く
の
人
が
早
期
治
療
を

受
け
ら
れ
な
い
で
い
る
現
状
を
変
え
よ
う

と
、
レ
オ
た
ち
は
糖
尿
病
集
団
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
の
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
た
。
こ
れ
は
、
広
範
囲
に
わ
た
る

糖
尿
病
の
認
知
度
向
上
、
早
期
発
見
、
予

防
促
進
を
目
的
と
し
た
健
康
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
だ
。
地
元
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
Ｌ

Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
レ
オ
奉
仕
交
付
金
５
０
０
０
㌦

の
支
援
を
受
け
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
地

区
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
保
健
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
つ
に
な
っ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
６
日
間
で
地
区

内
の
19
カ
所
を
訪
れ
、
地
域
社
会
に
無
料

の
糖
尿
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と
健
康

教
育
を
提
供
し
た
。Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
交
付
金

は
、
血
糖
値
の
測
定
器
30
台
と
測
定
キ
ッ

ト
２
万
個
の
購
入
に
充
て
ら
れ
た
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
終
了
後
、
血
糖
値
測
定
器
は
提

携
病
院
に
寄
贈
さ
れ
、
地
域
社
会
が
引
き

続
き
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
地
区
内
の
複
数

の
レ
オ
ク
ラ
ブ
か
ら
会
員
１
０
０
人
以
上

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。
毎
日
、

レ
オ
会
員
20
〜
30
人
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
会
員

10
〜
15
人
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
運
営

に
従
事
し
た
。
彼
ら
は
医
療
専
門
家
と
協

力
し
、
地
域
の
人
た
ち
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
を
行
い
、
現
場
で
結
果
を
提
供
し

た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、
約
３
万

人
が
糖
尿
病
リ
ス
ク
評
価
を
受
け
、
リ
ス

ク
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
約
２
万
人
に
血

糖
値
検
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
啓
発
活
動
は
、
糖
尿
病
予
防

と
健
康
的
な
生
活
に
つ
い
て
学
ん
だ
家
族

や
介
護
者
を
含
め
、
５
万
人
以
上
に
間
接

的
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
。

　

レ
オ
た
ち
は
ま
た
、
各
会
場
で
栄
養
や

運
動
、
定
期
的
な
健
康
診
断
の
重
要
性
に

関
す
る
教
材
を
提
供
。
糖
尿
病
ま
た
は
そ

の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
人
に

は
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ケ
ア
の
た
め
に
地

元
の
医
療
機
関
を
紹
介
し
た
。

「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
受
け
る
ま

で
、
血
糖
値
が
高
い
こ
と
に
気
付
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
レ
オ
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
お
か

げ
で
、
今
で
は
よ
り
良
い
健
康
管
理
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
、
ビ
ラ
ト
ナ
ガ

ル
で
検
査
を
受
け
た
ス
ラ
ジ
・
プ
ラ
サ
ド
・

シ
ャ
ー
さ
ん
は
話
す
。

　

多
く
の
人
に
と
っ
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
単
な
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
以

上
の
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
警
鐘
で

あ
る
。

「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
糖
尿
病

に
つ
い
て
学
び
、
早
期
発
見
の
重
要
性
を

実
感
し
ま
し
た
。
地
域
社
会
に
と
っ
て
大

き
な
恵
み
で
す
」
と
、
ウ
ル
ラ
バ
リ
の
サ

ン
テ
ィ
ラ
ム
・
シ
グ
デ
ル
さ
ん
は
語
っ
て

い
る
。

325
‐Ｃ
地
区
の
レ
オ
た
ち
は
、
協
力
、

思
い
や
り
、
そ
し
て
献
身
を
通
し
て
、Ｌ

Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
支
援
に
よ
っ
て
レ
オ
に
も
地
域

社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
証
明
し
た
。

　
　
（
文
／
シ
ェ
ル
ビ
ー
・
ワ
シ
ン
ト
ン
）

レ
オ
に
よ
る
糖
尿
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
情
報

ネ ●
ネ
パ
ー
ル

Ｆ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ‒

国
際
協
会
指
定
記
事
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Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
は
じ
め
ま
し
た
！

　
最
新
情
報
を
皆
様
に
い
ち
早
く
伝
え
る
ツ
ー
ル
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
内
容
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。
国
内
外
か
ら
の
災
害
支
援
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
交
付

金
を
通
じ
た
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
な
ど
Ｌ
Ｃ

Ｉ
Ｆ
を
も
っ
と
気
軽
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
情
報
発

信
を
目
指
し
ま
す
。
上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
友
だ
ち

登
録
お
願
い
し
ま
す
！

　
ま
た
現
在
、
第
３
回
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
第
１
回
目
か
ら
「
文
章
よ
り

１
枚
の
写
真
」
を
テ
ー
マ
に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
奉
仕

ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
生
ま
れ
た
写
真
の
応
募
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
第
２
回
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
ど
の
写
真
か
ら
も
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
思
い
や
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
皆
様
も
感
じ
ま
せ

ん
か
？　
新
た
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
簡
単
に
応
募

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
じ
め
ま
し
た

330
複
合
地
区
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
長

櫻
井
貴
裕
（
神
奈
川
県
・
藤
沢
）

LCIF 日本公式 LINEに友だち追加すると…
　　緊急のお知らせをオンタイムで
　　交付金情報をいち早くキャッチ
　　寄付ページまでワンタップ
　　LCIF.jp へワンタップ

LCIF 日本公式インスタグラムをフォローすると…
　　動画を含む協会サイトやSNSの発信情報を日本語でチェック
　　（一部抜粋）
　　LCIF 日本からの情報もキャッチ
　　緊急のお知らせをオンタイムで　などなど…

今すぐ友だち追加！インスタグラム
もフォロー！

　LCIFでは、世界中のライオンズのストーリーを集め、それを広めることで、次
の人道的な支援へとつなぐさまざまな広報活動に取り組んでいます。毎年たく
さんの寄付と多くの交付金事業で貢献する日本のライオンズ会員の皆様にも、
人々の心を動かす写真を共有していただく機会として写真コンテストをス
タートし今年で第3回目となりました。
　参加者が一列に並んで撮ったような記念写真ではなく、ライオンが活動的に
受益者の皆様と触れ合っている状況を切り取ったものが理想です。ライオンズ
のロゴが入っていると、更に説得力が増します。ぜひ魅力的な写真撮影にチャ
レンジしてみてください！
　写真の撮り方を簡単にまとめた資料も配布しています。「写真でLCIFの活動
を残し、広める」も参照してください。
　コンテスト募集要項、写真の撮り方資料共にLCIF.jp から入手できます。（締
切：2026年6月30日）

「文章より1枚の写真」
LCIF の交付金事業やファンドレイジング活動などで、

あなたが撮影した奉仕のストーリーが伝わる渾身の１枚を。

第2回LCIF写真コンテスト　上：優秀賞「一緒にゲーム 障が
い児・者福祉施設でのお祭りで」ラオイン立石直子（神奈川県・藤沢
LC ）中：最優秀賞「レオの能登被災地支援」ラオイン平野寛明（千
葉県・富津LC）下：奨励賞「ライオンズクラブの森 植林活動」
ラ
オ
イ
ン梶原義一（大分県・日田LC）

LINE からも応募できます！
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０
２
５
年
12
月
18
日
、
東
京
都

　
　
　
　

内
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
公
認
講
師　

　
　
　
　
（
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）
及
び
講
師
育
成

研
究
会
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
修
了
生
を
対
象
と
し

た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
昨
年
度
に
続
き
２
回
目
と
な
る
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
22

人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
優
先
事
項
を
確

認
す
る
と
共
に
、
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構

築
の
た
め
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、Ａ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
Ｅ（
ア
デ
ィ
ー
）
モ
デ
ル
（
＊
）
を
活

用
し
た
研
修
計
画
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
模
擬
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
と
、
ス
キ
ル
や

テ
ク
ニ
ッ
ク
の
再
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

「
学
び
、模
範
と
な
り
、成
長
す
る
」を
テ
ー

マ
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
技
能
を
磨
く

た
め
、
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
他
の
人
を
指

導
し
模
範
と
な
る
た
め
、
あ
る
い
は
未
来

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
成
長
す
る
た
め
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
は

指
導
力
育
成
研
究
会
を
通
じ
て
、
優
れ
た

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル

を
教
え
、
ま
た
次
世
代
に
そ
の
ス
キ
ル
を

引
き
継
ぐ
た
め
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
研
修
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
が
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
公
認
講
師
や
Ｆ
Ｄ

Ｉ
修
了
生
に
は
、
地
域
で
目
的
に
応
じ
た

質
の
高
い
研
修
を
組
み
立
て
、
参
加
者
が

研
修
で
得
た
知
識
や
ス
キ
ル
を
使
い
、
目

的
達
成
の
た
め
の
行
動
を
起
こ
せ
る
よ
う

支
援
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
研
修
を
企
画
す
る
際
に
実
践
す
べ
き

Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
Ｅ
モ
デ
ル
を
確
認
し
て
、
女
性

会
員
拡
大
と
若
手
会
員
拡
大
の
二
つ
の

テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
ご
と
に
研
修

指
導
計
画
書
の
ド
ラ
フ
ト
を
作
成
。Lion 

Portal

（
ラ
イ
オ
ン
ポ
ー
タ
ル
）
の
活
用

な
ど
基
礎
知
識
の
再
確
認
を
し
た
上
で
、

研
修
企
画
会
議
を
想
定
し
た
模
擬
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
全
員
が
行
い
、お
互
い
の
「
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
役
割
や
ス
キ

ル
を
評
価
し
合
う
こ
と
で
講
師
と
し
て
の

自
己
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
地
で
開
催
さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修

会
が
効
果
的
な
学
び
と
発
見
の
機
会
に
な

る
た
め
に
、
今
後
は
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
参

加
者
を
中
心
に
、
講
師
が
語
る
だ
け
の
プ

レ
ゼ
ン
形
式
だ
け
で
は
な
い
、Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

Ｅ
モ
デ
ル
に
基
づ
い
た
参
加
型
で
目
的
と

効
果
が
明
確
な
研
修
が
企
画
、
実
施
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、Ａ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
Ｅ
モ
デ
ル
に
つ
い
て
概
説
す
る

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
概
要
」
と
い
う

コ
ー
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
オ

ン
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
学
習
セ
ン

タ
ー
に
ア
ク
セ
ス
し
、
コ
ー
ス
を
受
講
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

＊
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
Ｅ
モ
デ
ル
：A

nalyze

（
分

析
）・Design （
設
計
）・Develop （
開
発
）・

Im
plem

ent

（
実
施
）・Evaluate （
評
価
）

の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
。
改
善
手
法
で

あ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
教
育
に
取
り

入
れ
た
手
法
で
、
教
育
や
訓
練
の
設
計
と

実
施
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
公
認
講
師
・Ｆ
Ｄ
Ｉ
修
了
生

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー

Ｇ
Ａ
Ｔ
情
報

ADDIE モデルに関する説明

ファシリテーターの役割を確認
するグループ模擬セッション

２
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・
第
２
総
会
：
７
月
５
日
（
日
）

・
閉
会
総
会
：
７
月
６
日
（
月
）

・М
Ｊ
Ｆ
昼
食
会
：
７
月
６
日
（
月
）

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
レ
ー
ド
：

７
月
７
日
（
火
）＊
予
定
―
最
終
調
整
中

　

詳
細
な
日
程
は
確
定
し

次
第
、
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
発
表
さ
れ
る
。

12
月
１
・
２
日
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の

ウ
ィ
ン
ク
あ
い
ち
で
２
０
２
５
‐
26
年
度

全
日
本
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
研
修
が
開

催
さ
れ
た
。
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

研
修
は
、
２
年
後
の
ガ
バ
ナ
ー
就
任
を
見

据
え
、
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
役
割
と

責
務
、
必
要
な
リ
ソ
ー
ス
や
情
報
・
知
識

の
身
に
着
け
方
や
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
・
５

と
会
員
拡
大
に
つ
い
て
地
区
ガ
バ
ナ
ー

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
積
極
的
に
か
か
わ

り
行
動
す
る
た
め
の
備
え
、
適
切
な
チ
ー

ム
作
り
な
ど
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

研
修
は
25
年
度
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

研
修
の
設
楽
幸
子
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

（
331
複
合
地
区
元
協
議
会
議
長
）
を
始
め

と
す
る
Ｇ
Ａ
Ｔ
日
本
が
担
当
し
、
１
日
目

は
組
織
や
チ
ー
ム
作
り
、
２
日
目
は
ラ
イ

オ
ン
ポ
ー
タ
ル
や
補
助
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
の
リ
ソ
ー
ス
活
用
、Ｇ
Ｍ
Ａ（
グ
ロ
ー
バ

ル
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
）

と
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
、
ク
ラ
ブ
結
成
と
会
員

拡
大
の
行
動
計
画
に
関
す
る
全
体
セ
ッ

シ
ョ
ン
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

　

第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
研
修
は
11
月
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
が
始
ま
っ
て
い

る
。
各
地
区
の
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は

今
後
も
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
重
責
を
担
う
た

め
の
準
備
を
進
め
、
次
年
度
の
第
一
副
地

区
ガ
バ
ナ
ー
研
修
を
経
て
就
任
の
日
を
迎

え
る
。

　

２
０
２
５
年
11
月
末
、
南
ア
ジ
ア
、
東

南
ア
ジ
ア
周
辺
で
相
次
い
で
サ
イ
ク
ロ
ン

が
発
生
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
タ
イ
南
部
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
、
マ
レ
ー

シ
ア
北
部
は
洪
水
や
土
砂
災
害
に
よ
り
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。
一
連
の
豪
雨
に
よ

る
犠
牲
者
は
ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ
イ,

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
中
心
に
２
０
０
０
人
を

超
え
た
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
即
座
に
大
災
害
復
興
支
援

交
付
金
（
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｔ
）
50
万
㌦
（
ス
リ
ラ

ン
カ
30
万
㌦
、
タ
イ
10
万
㌦
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
10
万
㌦
）
の
交
付
を
決
定
。
被
害
は

広
範
囲
に
わ
た
り
、
現
地
ラ
イ
オ
ン
ズ
を

中
心
と
し
た
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
今
後
も
高

ま
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

困
難
に
直
面
し
て
い
る
被
災
者
と
地
域

社
会
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
日
本
で

は
「
東
南
ア
ジ
ア
豪
雨
被
災
地
支
援
」
の

指
定
寄
付
と
し
て
会
員
一
人
当
た
り
１
０

０
０
円
以
上
の
寄
付
が
呼
び
か
け
ら
れ
て

い
る
。

第
62
回
オ
セ
ア
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
札
幌

市
）
に
お
い
て
、
26
年
７
月
に
香
港
で
開

か
れ
る
第
１
０
８
回
国
際
大
会
で
行
わ
れ

る
選
挙
の
立
候
補
者
に
対
す
る
支
持
表
明

が
決
議
さ
れ
た
。
２
０
２
６
‐
27
年
度
国

際
第
３
副
会
長
候
補
者
と
し
て
支
持
が
表

明
さ
れ
た
の
は
、
ス
イ
ス
の
カ
ー
ル
・
ロ

バ
ー
ト
・
レ
ッ
ド
ビ
ー
元
国
際
理
事
、
オ

セ
ア
ル
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
る
26
〜
28
年

国
際
理
事
候
補
者
と
し
て
支
持
が
表
明
さ

れ
た
の
は
、
日
本
の
松
岡
勲
元
協
議
会
議

長
（
335
複
合
地
区
／
京
都
南
ラ
イ
オ
ン
ズ

クブ
ラ

）
と
中
国
の
リ
ン
・
ジ
ー
ユ
ー
元
地
区

ガ
バ
ナ
ー
（
380
地
区
／
深
圳
ラ
イ
オ
ン
ズ

クブ
ラ

）
の
２
人
。

　

松
岡
勲
元
協
議
会
議
長
は
96
年
４
月
に

京
都
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

入
会
。
20
年
度
335

‐Ｃ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
335
複
合
地
区
ガ
バ

ナ
ー
協
議
会
議
長
を
務
め
た
後
、Ｇ
Ａ
Ｔ

日
本
全
域
副
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
要
職
を
歴

任
し
て
い
る
。

　

１
月
14
日
、
２
０
２
６
年
香
港
国
際
大

会
の
主
要
行
事
の
大
幅
な
日
程
変
更
が
発

表
さ
れ
た
。
第
１
０
８
回
国
際
大
会
は
当

初
予
定
さ
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
で
の
開
催
が
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
理
由
に
中
止
と
な

り
、
香
港
が
代
替
の
開
催
地
と
な
っ
た
。

こ
の
変
更
を
進
め
つ
つ
大
会
全
体
の
構
成

を
維
持
す
る
た
め
に
、
日
程
調
整
が
必
要

に
な
っ
た
も
の
。

　

２
０
２
６
年
７
月
３
〜
７
日
の
開
催
日

に
変
更
は
な
い
が
、
３
回
の
総
会
と
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
レ
ー
ド
を
含
む
主

要
行
事
の
実
施
日
が
次
の
通
り
変
更
と
な

る
。

・
開
会
総
会
：
７
月
４
日
（
土
）

・
選
挙
：
７
月
４
日
（
土
）
〜
６
日
（
月
）

香
港
国
際
大
会
主
要
行
事
の
日
程
変
更

ト
ピ
ッ
ク
ス

オ
セ
ア
ル
地
域
推
薦
の

国
際
役
員
候
補
者

２
０
２
５
‐
26
年
度

全
日
本
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
研
修

松岡国際理事候補者 レッドビー国際第 3副会長候補者
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図
り
、
解
決
へ
の
道
筋
や
事
例
を
示
す
こ

と
が
、
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の
目
的
で
あ
る
。

　

菅
野
文
吉
332
複
合
地
区
Ｇ
Ｅ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
講
演
で
は
、
会
員
増
強・

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
は
急
務
で
あ
る
と

し
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
、
ク
ラ
ブ

支
部
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
の
結
成
を
促

し
た
。
続
く
事
例
報
告
で
は
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
観
光
・
文
化
の
発
展
を
目
指

す
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
結
成
の
経
緯

が
発
表
さ
れ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
第
１
部

は
「
会
員
増
強
の
必
要
性
」「
新
ク
ラ
ブ

結
成
の
重
要
性
」
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
、
会
社
員
、
主
婦
、
学
生
、
ま
た
シ
ニ

ア
層
や
元
会
員
に
対
し
て
も
、
世
代
を
超

え
た
交
流
や
奉
仕
活
動
の
意
義
を
訴
え
る

こ
と
で
入
会
の
可
能
性
が
あ
る
と
貴
重
な

経
験
が
述
べ
ら
れ
た
。
第
２
部
は
「
ク
ラ

　

２
０
２
５
年
11
月
末
、
南
ア
ジ
ア
、
東

南
ア
ジ
ア
周
辺
で
相
次
い
で
サ
イ
ク
ロ
ン

が
発
生
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
タ
イ
南
部
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
、
マ
レ
ー

シ
ア
北
部
は
洪
水
や
土
砂
災
害
に
よ
り
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。
一
連
の
豪
雨
に
よ

る
犠
牲
者
は
ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ
イ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
を
中
心
に
２
０
０
０
人
を
超
え

た
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
即
座
に
大
災
害
復
興
支
援

交
付
金
（
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｔ
）
50
万
㌦
（
ス
リ
ラ

ン
カ
30
万
㌦
、
タ
イ
10
万
㌦
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
10
万
㌦
）
の
交
付
を
決
定
。
被
害
は

広
範
囲
に
わ
た
り
、
現
地
ラ
イ
オ
ン
ズ
を

中
心
と
し
た
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
今
後
も
高

ま
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

困
難
に
直
面
し
て
い
る
被
災
者
と
地
域

社
会
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
日
本
で

は
「
東
南
ア
ジ
ア
豪
雨
被
災
地
支
援
」
の

指
定
寄
付
と
し
て
会
員
一
人
当
た
り
１
０

０
０
円
以
上
の
寄
付
が
呼
び
か
け
ら
れ
て

い
る
。

332
‐Ａ
地
区
（
青
森
県
／
藤
田
鉄
哉
地

区
ガ
バ
ナ
ー
）
は
11
月
15
日
、
青
森
市
の

県
観
光
物
産
会
館
ア
ス
パ
ム
会
議
室
に
お

い
て
、
地
区
内
ク
ラ
ブ
３
役
と
地
区
役
員

を
対
象
と
す
る
公
開
討
論
会
「
Ｌ
Ｍ
Ｓ
Ｅ

サ
ミ
ッ
ト
Vol.
１
」
を
開
催
し
た
。
今
年
度

の
地
区
目
標
の
達
成
に
向
け
て
地
区
内
メ

ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
す
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
性
や
疑
問
点
・
問
題
点

を
明
確
化
し
、
か
つ
連
携
と
情
報
共
有
を

地
区
の
課
題
と
向
き
合
う

Ｌ
М
Ｓ
Ｅ
サ
ミ
ッ
ト

■新結成クラブ
広島リユニオンキャンパス（中村優希会長
／22人）▼2025年10月8日認証▼スポン
サー／広島あさひ
岐阜県･中部国際医療学院（岡田華歩会長／
21人）▼10月15日認証▼スポンサー／美
濃加茂
山口県･下関市立大学キャンパス（安藤一慶
会長／20人）▼10月23日認証▼スポン
サー／下関
富山県･高岡雅こども食堂（平田洋介会長／
20人）▼10月23日認証▼スポンサー／高
岡志貴野
千葉県･うらやすPet＆People（舘里枝会長
／20人）▼11月7日認証▼スポンサー／浦
安
愛知県･名古屋ゴールド（高村麻美会長／
20人）▼11月11日認証▼スポンサー／名
古屋中村
富山県･新川アラート（田中健太郎会長／
21人）▼11月18日認証▼スポンサー／魚
津
島根県･坪内学園松江キャンパス（吉岡亜美
会長／20人）▼11月19日認証▼スポン
サー／松江
島根県･坪内学園松江INキャンパス（ラサイ
リ･スナル･スニタ会長／20人）▼11月19
日認証▼スポンサー／松江
山口大学キャンパス（翁林大輔会長／27
人）▼12月10日認証▼スポンサー／山口
中央
福井AIコミュニティ（青野正道会長／20
人）▼12月1日認証▼スポンサー／福井
イースト
静岡WITH協力会（杉山貴紀会長／20人）▼
12月18日認証▼スポンサー／静岡
■解散クラブ
10月＝神奈川県･川崎臨海
12月=新潟県･五泉さくら／北海道･雨竜／
兵庫県･いざなぎ／福島県･いわき中央／埼
玉県･杉戸／新潟県･下田／北海道･小樽中
央
■クラブ名称変更
北海道･札幌わかば→札幌わかば南
神奈川県･川崎東→川崎みらい
香川県・さぬき未来→さぬきみらい

■元国際役員
ラ
オ
イ
ン菅原雅雄（東京掘留）
9月30日逝去。96-97年度330-A地区ガ
バナー、330複合地区議長。
ラ
オ
イ
ン岡田清（三重県･松阪）
10月14日逝去。21-22年度334-B地区ガ
バナー。
ラ
オ
イ
ン竹内武司（北海道･札幌トラスト）
10月16日逝去。01-02年度331-A地区ガ
バナー。
ラ
オ
イ
ン阿部英明（神奈川県･相模原シティ）
11月23日逝去。05-06年度330-B地区ガ
バナー。
ラ
オ
イ
ン髙橋昌一（秋田中央）
11月29日逝去。03-04年度332-F地区ガ
バナー、332複合地区議長。
◎ライオンとしての多大な功績をたたえ、
ご冥福をお祈り申し上げます。

新結成／解散／名称変更クラブ

訃報

ブ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
活
性
化
ク
ラ

ブ
」
の
テ
ー
マ
で
、Ａ・Ｐ・
シ
ン
国
際
会

長
が
推
進
す
る
奉
仕
週
間
や
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
の
拡
大
な
ど
に

つ
い
て
有
意
義
な
情
報
提
供
が
行
わ
れ

た
。（
取
材
：
ラ
イ
オ
ン
誌
日
本
語
版
委

員
／
岡
田
殉
）

●
訂
正
と
お
詫
び

　

本
誌
秋
号
23
㌻
に
掲
載
し
た
合
併
ク
ラ

ブ
の
名
称
は
、
正
し
く
は
「
大
阪
す
み
よ

し
」
で
し
た
。
ま
た
、
24
㌻
に
掲
載
し
た

過
去
の
香
港
国
際
大
会
の
開
催
年
に
誤
り

が
あ
り
、
正
し
く
は
１
９
９
２
年
と
２
０

０
５
年
で
し
た
。

　

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
に

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
大
災
害
援
助
金
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監査委員会 
決議なし。
会則及び付則委員会
1. Swarn Singh Khalsaライオンの元地区
　ガバナーとしての復帰を承認した。
2. 理事会方針書第7章 Exhibit A「標準
　版地区会則」第6条を改訂し、地区ガバ
　ナー、第一副地区ガバナー、および第二
　副地区ガバナーが同一クラブの会員で
　あってはならないとする最近の国際付則
　改正に整合させた。
3. 2027年7月1日付で会則地域1の国際
　理事を1名減らし、会則地域3の国際理
　事を1名増やすとともに、2028年7月1日
付で会則地域1の国際理事を1名減ら
　し、会則地域6の国際理事を2名増やし、
　国際会長による理事会アポインティを1
　名減らす決議案。この決議案は、2026
　年国際大会で代議員に提案される。
4. 元地区ガバナーが地区または複合地区
　大会において完全な代議員資格を付与
　されるためには、グッドスタンディングにあ
　るクラブに所属していなければならないと
　する、クラブ代議員数算定方式を変更す
　る決議案。この決議案は、2026年国際
　大会で代議員に提案され、直ちに有効と
　なる。
大会委員会
決議なし。
地区及びクラブ・サービス委員会
1. 3242-F準地区が3242-F、3242-H、お
　よび3241-Jを設けることを承認した。　
　3242-Fおよび3241-Jの地区再編成は
2026年国際大会の閉会時に、3242-H
　の地区再編成は2027年国際大会後に
　有効となる。
2. 307-B2準地区が307-B2および307-C
　を設けることを承認した。本地区再編成
　は2026年国際大会の閉会時に有効と
　なる。
3. 308-B2準地区が308-B2および308-
　B5を設けることを承認した。本地区再編
　成は2026年国際大会の閉会時に有効
　となる。
4. 317-C準地区が317-Cおよび317-Hを
　設けることを承認した。本地区再編成は
2026年国際大会の閉会時に有効となる。
5. 322-B1および322-B2準地区が322-

　B1、322-B2、および322-B3を設ける
　ことを承認した。本地区再編成は2026
　年国際大会の閉会時に有効となる。
6. 404-B2準地区が404-B5および404-
B6を設けることを承認した。ただし、2025
年12月1日までに会員要件を満たすこ
　とを条件とする。本地区再編成は2026
　年国際大会の閉会時に有効となる。
7. 理事会方針書第5章C節「ステータス
　クオ」を改訂し、新たに「会員数が少ない
　ためクラブが機能していない」という第4
　項およびその小項目を追加した。
8. 理事会方針書第9章J節を改訂し、「地
　区糖尿病委員長」の後に「地区災害支
　援委員長」を加えた。
9. 理事会方針書第9章M節を改訂し、
　「複合地区糖尿病委員長」の後に「複
　合地区災害支援委員長」を加えた。
10. 理事会方針書第9章G節を改訂し、
現行の段落に「1」の項番を付けた上
　で、新たな「2」として、地区ガバナー、第
　一副地区ガバナー、および／または第
　二副地区ガバナーの欠員が繰り返し発
　生している移行地区に対しては、空席
　補充の書類を提出する際に役員引き継
　ぎ計画を併せて提出するよう求める段
　落を加えた。
財務及び本部運営委員会
1. 2025～2026年度の修正版予算と第
　1四半期収支予想を承認した。
2. 2026年7月の大会で代議員投票にか
　けるため、5年間にわたる年額2ドルの
国際会費増額を提案することを承認した。
3. 2025年9月30日以前に結成されたす
　べてのネパールのクラブに対し、2026
　年6月30日まで支払い期限を延長する
　ことを承認した。
4. 地区ガバナー経費払戻し手続きのテク
　ノロジー改善を進めるため、理事会方針
　書第21章および第9章の改訂を承認
　した。
5. 購買方針の改訂を承認した。
リーダーシップ開発委員会
1. 理事会方針書第14章D.3.o.(2)を改
　訂し、第一副地区ガバナー/地区ガバ
　ナーエレクト・セミナー副委員長の役職
　を、第二副地区ガバナー・セミナー委員
　長の役職も含むものとした。

2. 理事会方針書第14章D.3.nを改訂し、
　第一副地区ガバナー/地区ガバナーエ
　レクト・セミナー委員長職の資格要件お
　よび制約を明確化するため、候補者が
　委員長を務める年の過去10年間に第
　一副地区ガバナー/地区ガバナーエレ
　クト・セミナーのグループリーダーを務め
　ていること、かつ/または過去に第一副
　地区ガバナー/地区ガバナーエレクト・
　セミナー委員長を務めたことがないこと
　が奨励される（ただし必須ではない）もの
　とした。
長期計画委員会（2025年8月会議の報告）
決議なし。
マーケティング委員会
1. 理事会方針書第19章F節「アワード」
を全文削除し差し替えることを承認した。
会員増強委員会
1. 2026～2028年期レオクラブ諮問パ
　ネルの構成員と補欠を承認した。
2. 理事会方針書第22章「レオクラブ・プ
　ログラム」を改訂し、レオ地区が解散した
　際の方針を実務に整合させた。
3. 理事会方針書第22章「レオクラブ・プ
　ログラム」を改訂し、2026年1月1日から
　レオが他のレオをスポンサーすることを
　認めるものとした。
4. 理事会方針書第24章「グローバル・ア
　クション・チーム」を改訂し、ライオンが同
　時に務めることのできる複合地区または
地区レベルのGAT職を一つに制限した。
5. 理事会方針書第17章「会員」を改訂
　し、ガイディング・ライオン関連アワードを
　地区ガバナーへ発送する際の方針を実
　務に整合させた。
奉仕事業委員会
1. ライオンズクラブ国際協会（LCI）アドボ
　カシー・ガイドラインを改正し、毎年LCIで
　最も会員数の多い国からアドボカシー・
　デーの提案書を提出できるようにし、ま
　たLCI執行役員が選んだ国からアドボカ
　シー・デーの提案書を提出できるように
　することを決議した。
テクノロジー委員会
決議なし。
上記要約のいずれかに関する詳細は、協

会ウェブサイト www.lionsclubs.orgで ご覧い

ただくか、法務部にお問い合わせください。

国際理事会会議 決議事項要約 インド・コルカタ 　2025年 10月9～ 12日



　

白
い
し
っ
く
い
壁
の
美
し
さ
か
ら
「
白

鷺
城
」
の
別
名
で
親
し
ま
れ
る
姫
路
城
。

そ
の
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
白
さ
ゆ
え
、
戦
中

は
空
襲
の
標
的
に
な
ら
な
い
よ
う
黒
い
偽

装
網
で
覆
わ
れ
た
と
い
う
。
国
宝
５
城
の

一
つ
で
、
奈
良
・
法
隆
寺
と
共
に
国
内
初

の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　

迷
路
の
よ
う
な
構
造
や
敵
を
分
散
さ
せ

る
仕
組
み
な
ど
高
い
防
御
機
能
を
備
え
る

が
、
大
規
模
な
実
戦
経
験
は
な
く
、
天
守

を
始
め
三
国
堀
・
西
の
丸
・
菱
の
門
・
櫓

LION  2026 年冬号　　34

地
元
ク
ラ
ブ
お
す
す
め
の
味

●
銘
菓

　

姫
路
城
近
く
の
和
菓
子
店
に
は
、「
玉

椿
」「
塩
味
饅
頭
」
な
ど
お
土
産
に
も
喜

ば
れ
る
伝
統
銘
菓
が
そ
ろ
う
。

●
姫
路
お
で
ん

　

お
で
ん
を
生
姜

醤
油
で
食
べ
る
の

が
姫
路
独
自
の
ス

タ
イ
ル
。
ほ
っ
と

す
る
家
庭
的
な
味

わ
い
が
魅
力
。

●
穴
子
料
理

　

播
磨
灘
の
豊
か

な
海
に
育
ま
れ
た
穴
子
は
身
が
柔
ら
か
く

脂
が
乗
っ
て
絶
品
。
穴
子
丼
や
白
焼
き
が

人
気
。

や
ぐ
ら

表紙シリーズ

日本の
世界遺産

⑤

姫
路
城

◎
今
号
の
表
紙
：
姫
路
城
と
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス

登
録
年
：
１
９
９
３
年　
遺
産
種
別
：
文
化
遺
産

所
在
地
：
兵
庫
県
姫
路
市

地元クラブ

■クラブ自慢
　結成以来、「地域に根ざす奉仕」を大切に活動し
ながら、7人の地区ガバナーを始め地区役員を多数
輩出してきた。ベテランメンバーから奉仕活動の中心
を担う若手メンバーまで、老・壮・青がバランスよく在
籍し、活発なコミュニケーションの下に活動している
明るいクラブ。
■主な奉仕活動
　市内中学校吹奏楽部合同演奏会などの青少年健
全育成、清掃奉仕や植樹などの環境保全活動、献
血に特に力を入れ、地域の未来のために力を合わせ、
継続的な奉仕を行っている。

■世界遺産とクラブ
　結成60周年事業で姫路城内の老朽化したベンチ
を撤去し9脚を設置。また「姫路城ゼロカーボンキャッ
スル」構想への支援として、電気自動車 1台を寄贈
した。現在、献血とライオンズの活動を広報するラッ
ピングバスを運行中で、姫路城を背景に走る姿が見
られる。

会長：香山浩久
会員数：77人（2025年 12月末現在）
結成年月日：1963年 10月24日
スポンサー：姫路鷺城ライオンズクラブ
例会日（会場）：
第 2、第 4水曜日18時半～
（姫路キャッスルグランヴィリオホテル）

兵庫県･姫路中央ライオンズクラブ
群
な
ど
、
城
全
体
が
当
時
の
姿
を
ほ
ぼ
完

全
に
残
し
て
い
る
。
優
美
さ
と
軍
事
要
塞

と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
、
日
本
を

代
表
す
る
名
城
だ
。

地
元
ク
ラ
ブ
お
す
す
め
の
ス
ポ
ッ
ト

●
大
手
前
公
園

　

イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
の
中
心
地
と
し
て
市

民
に
親
し
ま
れ
、
城
を
望
む
絶
景
ス
ポ
ッ

ト
で
も
あ
る
。

●
好
古
園
（
姫
路
城
西
御
屋
敷
跡
庭
園
）

　

池
泉
回
遊
式
の
本
格
的
な
日
本
庭
園

で
、
姫
路
城
を
借
景
に
、
風
情
あ
る
四
季

の
彩
り
が
楽
し
め
る
。
文
武
両
道
の
藩
校

「
好
古
堂
」
に
因
ん
で
命
名
さ
れ
た
。

●
姫
路
市
立
動
物
園

　

姫
路
城
の
敷
地
内
に
あ
る
全
国
的
に
も

珍
し
い
立
地
の
動
物
園
。
内
堀
を
散
策
し

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
見
学
で
き

る
。
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世
界
的
規
模
を
持
つ
本
協
会
の
一
員
と

し
て
、
会
員
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
心
の

和
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
知
人

や
友
人
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
入
会
を
勧

め
、
そ
れ
が
実
現
し
た
時
の
喜
び
は
格
別

の
も
の
で
あ
る
。
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
拡
張

に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
和
の
心

を
得
て
い
く
。
ど
う
か
、
こ
れ
を
機
会
に

ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
多
く
の
人
々
と

和
の
心
を
分
か
ち
合
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

本
年
度
中
に
個
々
の
会
員
は
少
な
く
と

も
１
人
の
新
会
員
を
ス
ポ
ン
サ
ー
し
て
ほ

し
い
。
自
己
の
内
に
ひ
そ
む
ラ
イ
オ
ン
と

し
て
の
誇
り
を
、
他
の
人
々
も
得
る
機
会

を
提
供
し
よ
う
。
新
会
員
は
ク
ラ
ブ
に
活

力
を
も
た
ら
し
、
会
員
に
ク
ラ
ブ
発
展
の

意
欲
を
起
こ
さ
せ
る
。
新
会
員
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
熱
意
、
そ
し
て
利
他
的
奉
仕
へ
の

意
気
込
み
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
集
ま
り
で
あ

る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
引
き
続
き
活
動

し
て
い
く
上
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

要
素
で
あ
る
。

　

国
際
協
会
は
１
９
８
３
年
ま
で
に
会
員

総
数
１
５
０
万
人
到
達
の
目
標
を
立
て

た
。
本
年
度
、
個
々
の
会
員
が
新
会
員
を

ス
ポ
ン
サ
ー
す
る
ご
と
に
、
協
会
は
そ
の

目
標
に
一
歩
近
付
く
こ
と
に
な
る
。
和
の

心
を
分
か
ち
合
っ
て
平
和
の
担
い
手
を
求

め
よ
う
。

　

新
ク
ラ
ブ
結
成
に
よ
る
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム

の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
も
決
し
て
軽
視
で

き
な
い
。
ま
ず
、
地
域
社
会
を
見
渡
し
、

新
ク
ラ
ブ
結
成
の
可
能
性
を
調
査
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
の
可
能
性
が
少
し
で
も

存
在
す
る
場
合
に
は
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、

ク
ラ
ブ
会
員
、
地
元
に
住
む
リ
ー
ダ
ー
た

ち
と
連
絡
を
取
り
、
そ
の
実
現
に
努
力
す

べ
き
で
あ
る
。
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
世
界
最
大
の
規
模
を
誇
る
本
協

会
は
そ
の
地
位
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
。

　

つ
ま
り
、
未
来
の
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
に

と
っ
て
会
員
増
強
と
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

は
生
命
力
で
あ
り
、
和
の
心
を
持
つ
人
々

の
増
加
に
よ
っ
て
、
和
の
社
会
の
建
設
も

理
想
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
次
第
に
現
実

化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

＊
村
上
国
際
会
長
は
、
81
年
６
月
、
東
洋

　

人
と
し
て
、
ま
た
非
白
人
と
し
て
初
の

　

国
際
会
長
に
就
任
。
会
長
テ
ー
マ
「
み

　

ん
な
で
築
こ
う
和
の
社
会
（People at 

　

Peace

）」
を
掲
げ
、
世
界
に
平
和
の
種

　

を
ま
こ
う
と
訴
え
た
。

●
１
９
８
１
年
10
月
号
／
国
際
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
う
一
度
読
み
た
い
「
あ
の
記
事
」

「
皆
で
平
和
の
担
い
手
を
求
め
よ
う
」
村
上
薫
１
９
８
１
‐
82
年
度
国
際
会
長

ラ
イ
オ
ン
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
か
ら
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
も
う
一
度
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
記
事
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
多
少
の
編
集
を
加
え
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
誌
ウ
ェ
ブ
マ
ガ

ジ
ン
で
１
９
５
８
年
創
刊

号
か
ら
の
記
事
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
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行
政
と
社
会
を
動
か
し
た
「
本
気
」

　

10
月
12
、
13
日
、
337-

Ａ
地
区
（
福
岡

県
／
松
村
誠
地
区
ガ
バ
ナ
ー
）主
催
の「
ラ

イ
オ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」
が
、
北

九
州
市
の
勝
山
公
園
・
市
役
所
前
広
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー

方
針
の
核
心
で
あ
る
「
一
般
社
会
に
向
け

た
広
報
活
動
へ
の
取
り
組
み
」
の
集
大
成

と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
構
想
の

実
行
を
引
き
受
け
、
見
事
に
牽
引
し
た
の

が
、
山
本
泰
輔
大
会
実
行
委
員
長
（
福
岡

大
名
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
）。
彼
が
ス
テ
ー
ジ

か
ら
放
っ
た
高
ら
か
な
開
催
宣
言
は
、
４

３
０
０
人
の
仲
間
全
員
の
「
や
る
ぞ
」
と

い
う
決
意
を
代
弁
す
る
「
本
気
」
の
狼
煙

で
し
た
。

　

そ
の
「
本
気
」
は
、
即
座
に
社
会
を
動

か
し
ま
し
た
。 

地
元
・
北
九
州
市
が
「
共

催
」、
福
岡
県
と
北
九
州
市
教
育
委
員
会

が
「
後
援
」
と
し
て
、
我
々
の
活
動
の
公

共
性
を
証
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
。
こ

の
盤
石
の
布
陣
こ
そ
、
我
々
が
長
年
培
っ

て
き
た
地
域
と
の
信
頼
関
係
の
証
し
で

す
。
開
会
式
に
は
武
内
和
久
北
九
州
市
長

が
駆
け
付
け
、
心
の
こ
も
っ
た
ご
あ
い
さ

つ
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、我
々
は「
令

和
７
年
８
月
熊
本
鹿
児
島
福
岡
大
雨
災
害

支
援
金
」
の
寄
贈
を
厳
粛
に
執
り
行
い
ま

し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
会
場
の
空
間
は
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。「
働
く
車
が
集
合
！
」
の
呼
び

か
け
に
、
日
本
の
守
り
を
担
う
皆
さ
ん
が

想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
規
模
で
応
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
陸
上
自
衛
隊
、
海
上

自
衛
隊
、
航
空
自
衛
隊
の
車
両
が
威
風

堂
々
と
並
び
、ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ま
さ
に
「
公
共
と
の
協
働
」
の
集
大
成
と

な
り
ま
し
た
。
12
日
、
北
九
州
市
消
防
音

楽
隊
に
よ
る
荘
厳
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏

が
フ
ェ
ス
タ
の
幕
を
開
け
、
海
上
自
衛
隊

佐
世
保
音
楽
隊
が
、
そ
の
卓
越
し
た
技
術

で
市
民
を
魅
了
し
ま
し
た
。
13
日
に
は
、

航
空
自
衛
隊
西
部
航
空
音
楽
隊
に
よ
る

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
響
き
わ
た
り
、
陸
上

自
衛
隊
小
倉
駐
屯
地
の
魂
を
揺
さ
ぶ
る
響

き
が
我
々
全
員
の
心
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成
と
い
う
我
々
の
使
命

　

我
々
が
「
楽
し
い
」
の
先
に
目
指
し
た

も
の
。
そ
れ
は
地
区
ガ
バ
ナ
ー
方
針
の
柱

の
一
つ
で
も
あ
る
「
将
来
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
人
材
の
育
成
」
と
「
青
少
年
健
全
育
成
」

で
す
。
我
々
は
、
こ
の
フ
ェ
ス
タ
を
「
未

来
へ
の
投
資
の
場
」と
位
置
付
け
ま
し
た
。

会
場
内
の
広
大
な
「
職
業
体
験
ゾ
ー
ン
」

「
企
業
・
委
員
会
ゾ
ー
ン
」
こ
そ
が
、
我
々

の
決
意
の
表
れ
で
す
。 

　

我
々
の
理
念
に
深
く
ご
賛
同
い
た
だ
い

た
の
は
、
地
元
北
九
州
が
誇
る
シ
ャ
ボ
ン

玉
石
け
ん
、
ダ
イ
キ
ン
を
始
め
、
セ
ブ
ン

‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
福
岡
ひ
び
き

信
用
金
庫
、
大
英
産
業
と
い
っ
た
、
日
本

の
経
済
と
生
活
を
支
え
る
企
業
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
企
業

の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
袖
を
通
し
、
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
仕
事
に
触
れ
る
姿
。
そ
こ
で
ま

か
れ
た
「
夢
の
タ
ネ
」
こ
そ
、
我
々
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
地
域
社
会
に
提
供
で
き

る
、
最
も
価
値
あ
る
「
奉
仕
」
の
一
つ
に

他
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
体
験
ゾ
ー
ン
」
で
の
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
、
そ
し
て
地
元
が
誇
る

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ

北
九
州
と
の
交
流
も
、
ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ

「
多
様
な
人
々
を
つ
な
ぐ
力
」
を
、
芝
生

の
上
で
体
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
熱
気
と
喧
騒
か
ら
少
し
離
れ
た

場
所
で
は
、「
こ
ど
も
お
悩
み
相
談
室
」

を
静
か
に
開
き
ま
し
た
。「
友
だ
ち
関
係
」

「
家
庭
の
こ
と
」「
い
じ
め
」 

と
い
っ
た
、

楽
し
さ
と
奉
仕
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ

櫨
本
健
一
（
福
岡
県
・
北
九
州
み
ら
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

）

獅
子
吼

＊
本
欄
は
会
員
の
随
想
や
提
言
を
掲
載
す
る
投
稿
欄
で
す
。
原
稿
の
内
容
は
必
ず
し
も
協
会
の
立
場
を
表
す

も
の
で
は
な
く
、
ま
た
ラ
イ
オ
ン
誌
日
本
語
版
委
員
会
が
そ
の
内
容
を
支
持
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

け
ん
そ
う

の
ろ
し

け
ん
い
ん

ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
・
獅
子
吼
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子
ど
も
た
ち
の
声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
、

「
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
！
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
届
け
続
け
ま
し
た
。13
日
に
は
、

別
会
場
の
「
ム
ー
ブ
」
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
。
タ
レ
ン
ト
の
ス
マ
イ
リ
ー
キ
ク

チ
氏
を
お
招
き
し
、「
親
子
で
学
ぶ
Ｓ
Ｎ

Ｓ
誹
謗
中
傷
・
引
き
こ
も
り
・
盗
撮
の

こ
と
」
と
い
う
、
現
代
社
会
の
最
も
困
難

な
課
題
に
、
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
ま
し

た
。「
楽
し
さ
」
は
、
こ
れ
ら
の
シ
リ
ア

ス
な
課
題
に
社
会
の
関
心
を
向
け
る
た
め

の
、
最
も
強
力
な
「
入
り
口
」
だ
っ
た
の

で
す
。

現
場
の
汗
と
、
仲
間
の
絆

　

地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
確
か

な
こ
と
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
楽
し
い
と
い

う
事
」を
実
現
す
る
た
め
、我
々
は
ス
テ
ー

ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
全
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。

12
日
は
消
防
音
楽
隊
に
始
ま
り
、
地
元

の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

は
未
来
を
担
う
若
者
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
爆
発
し
ま
し
た
。
更
に
、
地
元
の
シ
ン

ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
や
バ
ン
ド
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
会
場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ

を
高
め
て
く
れ
ま
し
た
。
13
日
は
少
年
少

女
合
唱
団
の
清
ら
か
な
歌
声
で
始
ま
り
、

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
そ
し
て
世
界
的
マ
ジ

シ
ャ
ン
Mr.
ヒ
ー
ロ
ー
の
シ
ョ
ー
が
会
場
を

驚
き
と
笑
い
で
包
み
ま
し
た
。
筑
前
若
松

五
平
太
鼓
や
下
関
平
家
踊
保
存
会
八
音
会

の
皆
さ
ん
は
、
地
域
の
伝
統
文
化
の
力
を

示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
両
日
共
に
、
ラオ
イン

日
野
雄
二
（
北

九
州
文
字
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
）
に
よ
る
「
バ

ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
」
が
会
場
を
沸
か
せ

た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ラ
イ

オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
自
身
が
「
楽
し
さ
」
を

体
現
し
た
、
す
ば
ら
し
い
「
属
人
性
」
の

発
露
で
し
た
。

　

こ
の
複
雑
な
イ
ベ
ン
ト
を
２
日
間
事
故

も
な
く
や
り
抜
い
た
本
当
の
力
は
何
だ
っ

た
の
か
。
そ
れ
は
、
洗
練
さ
れ
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
指
示
系
統
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仲

間
一
人
ひ
と
り
の
血
の
通
っ
た「
属
人
性
」

　
　

そ
の
情
熱
と
、
と
っ
さ
の
機
転
、
そ

し
て
地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
提
言
さ
れ
た
「
思

い
や
り
と
感
謝
」
の
心
で
す
。

　

重
責
を
背
負
っ
た
山
本
大
会
実
行
委
員

長
を
擁
す
る
福
岡
大
名
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
の

姿
は
、
そ
の
象
徴
で
し
た
。「
ク
タ
ク
タ
」

に
な
る
ま
で
流
し
た
汗
こ
そ
が
、
我
々
の

「
属
人
性
」
の
証
し
で
す
。
そ
し
て
、
こ

の
苦
労
を
共
に
し
た
か
ら
こ
そ
、
リ
ポ
ー

ト
は
こ
う
結
ば
れ
ま
す
。「
充
実
し
た
２

日
間
を
過
ご
し
、
更
に
会
員
同
士
の
つ
な

が
り
が
堅
固
に
な
っ
た
様
に
思
い
ま
す
」。

こ
れ
こ
そ
、
本
フ
ェ
ス
タ
に
お
け
る
最
大

の
成
果
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
た

だ
け
で
は
な
く
、こ
の
困
難
な
挑
戦
を「
共

に
乗
り
越
え
た
」
こ
と
で
、
我
々
自
身
の

絆
を
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
強
固
な
も
の
に

し
た
の
で
す
。

　

我
々
は
ス
ロ
ー
ガ
ン「
確
か
な
こ
と
は
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
は
楽
し
い
と
い
う
事
」
を
、

北
九
州
の
空
の
下
で
見
事
に
証
明
し
ま
し

た
。
ベ
テ
ラ
ン
も
若
手
も
、
学
生
支
部
の

メ
ン
バ
ー
も
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、

全
員
が
「
参
加
者
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
汗
を
流
し
、笑
い
、そ
し
て
「
ク

タ
ク
タ
」に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
誇
り
と
、

最
高
に
楽
し
か
っ
た
記
憶
を
力
に
変
え

て
、
次
の
奉
仕
へ
と
、
ま
た
全
員
で
踏
み

出
し
ま
し
ょ
う
。

（
337
‐Ａ
地
区
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・Ｉ
Ｃ
Ｔ

委
員
長
／
２
０
０
６
年
入
会
／
41
歳
）

●
原
稿
は
１
６
０
０
字
程
度
、
Ｅ
メ
ー
ル
（ed

it@
th

elio
n
.jp

）
で
お
送
り
く
だ
さ
い

ひ

ぼ
う

     SHOP
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つ
が
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ
の
ラオ
イン
小
山
内
金

弥
が
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
し
、
地
元
新
聞

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
彼
は
以
前
長
髪
に

し
て
い
て
、
そ
の
時
の
髪
を
保
存
し
て
い

た
の
で
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
長
さ
が
足
り
ず
ド
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
再
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と

２
年
８
カ
月
前
か
ら
髪
を
伸
ば
し
続
け
、

31
㌢
以
上
に
な
っ
た
の
で
、
ヘ
ア
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
賛
同
サ
ロ
ン
で
髪
を
切
り
、

Japan H
air D

onation &
 Charity

（
Ｊ

Ｈ
Ｄ
＆
Ｃ
・
通
称
ジ
ャ
ー
ダ
ッ
ク
）
へ
送

付
し
ま
し
た
。

　

髪
を
伸
ば
し
て
い
る
間
、
家
族
や
親
族

か
ら
は
「
い
つ
ま
で
伸
ば
す
の
？
」「
そ

ろ
そ
ろ
切
れ
ば
」「
早
く
切
っ
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
ヘ
ア
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
必
要
な
31
㌢
以
上
の
長
さ
に
な

る
ま
で
は
と
伸
ば
し
続
け
ま
し
た
。
髪
を

切
っ
た
の
は
地
元
で
唯
一
の
ヘ
ア
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
賛
同
サ
ロ
ン
で
、Ｊ
Ｈ
Ｄ
＆
Ｃ
に

在
籍
す
る
友
人
を
通
じ
て
活
動
を
知
り
、

協
力
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
黒
髪
で
真
っ

す
ぐ
な
髪
を
し
た
若
い
女
の
子
し
か
で
き

な
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　
ラオ
イン
小
山
内
は
身
を
も
っ
て
、男
性
で
も
、

若
く
な
く
て
も
、
白
髪
交
じ
り
で
も
、
く

せ
毛
で
も
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
ら

し
め
る
た
め
、
地
元
新
聞
社
に
取
材
依
頼

し
掲
載
に
至
り
ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ
と
し

て
は
こ
の
一
連
の
活
動
に
賛
同
し
、
ヘ
ア

カ
ッ
ト
料
金
と
送
料
を
支
援
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
賛
同
サ

ロ
ン
に
は
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
と

の
こ
と
。サ
ロ
ン
の
店
主
は
、現
在
ウ
ィ
ッ

グ
を
待
っ
て
い
る
45
人
の
子
ど
も
た
ち
の

元
に
、
少
し
で
も
早
く
届
い
て
ほ
し
い
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
協
力
す
る
人

も
、
賛
同
サ
ロ
ン
も
、
今
後
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
会
長
／
２
０
２
０
年
入
会
／
69
歳
）

　
「
薬
物
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
今

日
、
森
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
や
め
る
こ

と
に
し
た
」

　

サ
ッ
ポ
ロ
シ
ニ
ア 

ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

が
、

２
０
１
０
年
に
初
め
て
開
い
た
薬
物
乱
用

防
止
の
出
前
講
座
。
札
幌
市
中
心
部
の
小

学
校
に
通
う
６
年
生
の
男
子
児
童
２
人

が
、
感
想
文
に
書
い
た
。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
。
12
歳
の
子
が
、
汚
染
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
市
内
の
小
学
校
約
２
０
０
校
全

部
で
、
薬
物
教
室
を
開
く
べ
き
だ
と
の
思

い
に
か
ら
れ
た
。

　

開
催
校
の
開
拓
に
奔
走
し
た
。
自
分
の

子
ど
も
が
通
っ
た
母
校
や
近
く
の
小
学
校

に
足
を
運
ぶ
。「
う
ち
の
子
ど
も
た
ち
は
、

薬
物
と
は
無
縁
で
す
よ
」
と
、
関
心
が
な

い
校
長
も
い
た
。「
今
の
子
ど
も
は
、
分

か
り
ま
せ
ん
よ
」
と
、ハ
ッ
パ
を
か
け
た
。

地
道
な
努
力
が
実
を
結
ぶ
。
最
初
の
年
の

10
年
は
２
校
、
11
年
に
は
６
校
、
12
年
に

は
８
校
と
増
え
た
。
校
長
は
２
年
も
す
る

と
異
動
す
る
。
追
っ
か
け
て
開
催
を
呼
び

か
け
た
。
大
き
な
転
機
に
な
っ
た
の
は
２

０
１
５
年
。
札
幌
市
教
育
委
員
会
が
「
薬

物
教
室
は
、
年
１
回
開
催
す
る
よ
う
に
」

と
、小
中
高
校
に
通
達
を
出
し
た
こ
と
だ
。

校
長
も
断
り
に
く
く
な
っ
た
。
15
年
度
は

13
校
、
17
年
度
は
14
校
と
増
え
、
24
年
度

に
は
23
校
に
な
っ
た
。

　

小
学
６
年
生
の
児
童
数
は
、
マ
ン
モ
ス

校
な
ら
１
８
０
人
、
特
認
校
は
12
人
と
少

な
い
。
24
年
度
ま
で
に
延
べ
１
９
４
校
で

開
催
し
、
参
加
し
た
生
徒
は
１
万
９
７
７

７
人
に
な
っ
た
。
25
年
度
に
な
っ
て
開
催

薬
物
乱
用
防
止
教
室
２
万
人
を
突
破

森 

一
男
（
北
海
道
・
サ
ッ
ポ
ロ
シ
ニ
ア 

ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

）

男
性
で
も
白
髪
交
じ
り
で
も
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン

奈
良
衛
（
青
森
県
・
つ
が
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
クブ
ラ

）
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し
た
３
校
で
２
６
６
人
が
参
加
し
、
10
月

23
日
、
２
万
43
人
に
達
し
た
。

　

薬
物
教
室
の
会
場
を
出
る
子
ど
も
ら

に
、「
あ
り
が
と
う
。
勉
強
ガ
ン
バ
レ
ヨ
」

と
声
を
か
け
る
。握
手
を
求
め
ら
れ
た
り
、

ハ
イ
タ
ッ
チ
し
た
り
す
る
子
も
い
る
。
時

に
は
、
女
の
子
が
「
可
愛
い
」
と
、
声
を

か
け
て
く
れ
る
。
感
想
文
に
は
、
子
ど
も

ら
の
気
付
き
と
心
の
声
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
「
一
度
で
も
乱
用
に
な
り
、
治
す
薬
は
な

い
」、「
一
度
や
る
と
、
依
存
症
に
な
る
」、

「
家
族
、
学
校
、
地
域
に
迷
惑
を
か
け
る
」

我
が
ク
ラ
ブ
は
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
、
感
想
文
に
対
す
る
礼
状
を
出
し
て
い

る
。
礼
状
に
は
、
感
想
文
に
記
さ
れ
た
素

直
な
感
想
や
ユ
ニ
ー
ク
な
意
見
な
ど
を
Ａ

４
・
１
枚
に
ま
と
め
て
添
え
る
。
次
の
よ

う
な
効
果
を
期
待
し
、
学
校
側
に
は
６
年

生
全
員
に
コ
ピ
ー
し
て
渡
し
て
く
れ
る
よ

う
に
お
願
い
し
て
い
る
。

①
礼
状
に
自
分
の
文
書
を
取
り
上
げ
ら
れ

　

た
ら
、
単
純
に
う
れ
し
い

②
同
じ
話
を
聞
き
、
同
じ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
断
り

　

方
の
寸
劇
を
見
て
も
、
子
ど
も
に
よ
っ

　

て
捉
え
方
が
違
い
、
気
付
き
に
な
る

③
家
で
保
護
者
に
も
見
せ
て
く
れ
た
ら
、

　

薬
物
の
怖
さ
に
対
す
る
認
識
を
共
有
で

　

き
る

④
中
学
、
高
校
、
大
学
に
進
学
、
社
会
人

　

に
な
っ
て
読
み
直
す
機
会
が
あ
れ
ば
、

　

薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
起
こ
せ
る

　

15
年
も
や
っ
て
い
る
と
薬
物
乱
用
防
止

教
室
の
物
語
が
紡
が
れ
る
。
教
室
の
後
で

合
唱
を
披
露
し
、
感
謝
を
表
現
し
て
く
れ

る
学
校
が
２
校
あ
る
。
親
し
く
な
っ
た
校

長
・
教
頭
も
多
い
。
小
生
は
87
歳
、
校
長

は
50
代
。父
親
の
よ
う
に
思
っ
て
く
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
た
時
は
、
子
ど
も

ら
は
各
ク
ラ
ス
に
備
え
付
け
の
大
型
テ
レ

ビ
を
見
て
学
習
。
講
師
が
、
放
送
室
か
ら

話
し
た
。

　

小
生
は
子
ど
も
が
好
き
で
、
学
校
の
先

生
に
な
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
大
学
生
の

時
、
教
員
免
許
試
験
に
落
ち
、
希
望
が
か

な
わ
な
か
っ
た
。
新
聞
記
者
に
な
っ
た
。

今
、
薬
物
教
室
で
教
壇
に
立
ち
、
夢
が
実

現
し
た
。
教
室
の
シ
ナ
リ
オ
を
常
に
練
り

直
す
。
生
涯
修
業
。
薬
物
乱
用
防
止
教
室

は
、
元
気
で
過
ご
せ
る
良
薬
に
も
な
っ
て

い
る
。

　

我
が
ク
ラ
ブ
に
は
12
人
の
認
定
講
師
が

い
る
。
各
学
校
を
割
り
当
て
て
担
当
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
の
総
力
戦
が
、

２
万
人
を
実
現
し
た
。

　

出
生
率
が
低
く
、
少
子
化
は
加
速
し
て

い
る
。
子
ど
も
は
、
地
域
の
宝
、
国
の
宝・

財
産
だ
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活

動
の
根
幹
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
。
大

切
な
宝
物
を
、
薬
物
に
汚
染
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
。

　
（
元
会
長
／
１
９
９
８
年
入
会
／
87
歳
）



LION  2026 年冬号　　40

●
調
査
対
象

　
「
薬
物
乱
用
防
止
教
育
認
定
講
師
」

　

認
定
を
受
け
た
メ
ン
バ
ー
が
講
師
を

務
め
る
薬
物
乱
用
防
止
教
室
。
こ
の
活

動
は
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
？

●
調
査
報
告

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
講

師
と
な
っ
て
地
域
の
青
少
年
に
薬
物

乱
用
防
止
を
教
え
る
こ
の
活
動
は
、

１
９
９
７
年
に
始
ま
っ
た
。
そ
れ
以

前
は
薬
物
追
放
を
訴
え
る
パ
レ
ー
ド

や
標
語
の
掲
示
な
ど
の
啓
発
活
動
が

中
心
だ
っ
た
が
、
330
‐Ａ
地
区
（
東

京
都
）
が
、
公
益
財
団
法
人
麻
薬
・

覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
と
の

共
同
主
催
事
業
と
し
て
講
師
を
養
成

す
る
制
度
を
構
築
。
そ
れ
が
全
国
に

波
及
し
た
。

　

全
国
各
地
の
ク
ラ
ブ
が
地
域
の
小

中
学
校
や
高
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教

室
を
開
き
、
認
定
講
師
の
会
員
が
薬

物
の
恐
ろ
し
さ
と
正
し
い
知
識
を
伝

え
る
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
・
文
部

科
学
省
・
警
察
庁
・
こ
ど
も
家
庭
庁

の
各
省
庁
の
後
援
を
受
け
、
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
。

　

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
認
定
講
師
養
成
講
座
は

各
地
区
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
受
講
者

は
薬
物
が
心
身
に
与
え
る
影
響
な
ど

の
基
礎
的
な
知
識
や
、
実
践
的
な
指

導
方
法
を
学
ぶ
。
制
度
が
始
ま
っ
て

以
降
、
こ
の
講
座
を
受
講
し
認
定
講

師
と
な
っ
た
会
員
は
累
計
６
万
人
。

現
在
そ
の
資
格
を
持
つ
会
員
は
約
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新会員の広場

Close up ･･･ 新会員の横顔

●プロフィール
　角川ドワンゴ学園S高校3年生です。高校1年で工
場向けAI開発を行う株式会社Brownieを起業し、高岡
市を拠点に活動しています。また、同級生と「学生団
体takaoka」を立ち上げ、高校生の視点で地域の活性化
に取り組んでいます。今年8月には全国から高校生を
招いた地域活性アイデアソン「変革祭～市長への挑
戦状～」を開催しました。
●入会のきっかけ
　2025 年3 月、クラブ例会でゲストスピーチの機会
をいただいたことが最初のご縁でした。その際、「変革
祭～市長への挑戦状～」の事業アイデアを紹介したと
ころ、クラブ事業としてご協賛いただけることになり
ました。「変革祭」の開催に向けて多方面で支援を受け
る中で、学生会員としてのお誘いをいただき、入会を
決めました。
●期待と抱負
　会社は先日3期目を迎えましたが、依然として試行
錯誤の連続です。クラブ活動に参加しながら、高岡で
活躍されている先輩方から多くを学ばせていただき
たいと考えています。「変革祭～市長への挑戦状～」で
の連携のように、学生会員ならではのユニークな視点
を生かし、クラブの活動に関わっていきたいと思いま
す。

ラ
オ
イ
ン油谷駿杜（18歳・2025 年7月18日入会）
富山県･高岡 ライオンズクラブ

このコーナーに登場す
る新会員を募集してい
ます。入会から 1 年半
未満で、クラブに新風
を吹き込んでいる会員
の推薦をお待ちしてい
ます。edit@thelion.jp
へ情報をお寄せくださ
い。
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【第 1 問】アメリカ国外で初めてクラブが結成
されたのは1920年。その国は？
　ａ.　カナダ
　ｂ.　イギリス
　ｃ.　メキシコ

【第 2 問】国際協会は世界を第 1～8 の八つの
会則地域に分けている。日本が属する OSEAL
（オセアル）地域はどれ？
　ａ.　第3会則地域
　ｂ.　第5会則地域
　ｃ.　第7会則地域

【第 3 問】同じクラブに家族で所属すると、2
人目以降の国際会費が半額になる家族会員制
度。入会出来るのは、世帯主会員の他に何人
まで？
　ａ.　3人
　ｂ.　4人
　ｃ.　5人

　ウェブマガジンには全国の
クラブが実施した奉仕活動の
リポートや、ライオンズクラ
ブに関する国内外のニュース
に加え、統計データや国際協
会の情報へのリンクも掲載。
クラブの奉仕活動や運営のヒ
ントになる記事など、役立つ
情報満載でお届けしています。
ぜひご活用ください！

【第 4 問】レオクラブ（LEO CLUB）の「L」
はどの単語の頭文字？
　ａ.　Liberty
　ｂ.　Leadership
　ｃ.　Legend

【第 5 問】多くのクラブが推進活動に取り組む
献血。全血献血ができるのは何歳まで？
　ａ.　54歳
　ｂ.　64歳
　ｃ.　69歳

あなたは何問分かりましたか？　クイズの答
えと解説は、ライオン誌ウェブマガジン「情
報資料」にある「ライオンズ雑学クイズ解答」
でご確認ください。

★

正解はこちら→

応募は
こちら
　↓

 読者プレゼント

 ライオンズ雑学クイズ

 ライオン誌
ウェブマガジン
www.thelion-mag.com

ライオン誌ウェブマガジン連動企画

　札幌で開かれた第62回オセアルフォーラムのお土産とし
て、公式グッズの「シマエナガのポックル」を3人の読者に
プレゼントします。まん丸の愛らしい姿が大人気の「雪の
妖精」のぬいぐるみは、フォーラム・ロゴのペンダント付き。
ぬいぐるみの詰め物には、ペットボトルを再利用した綿が
使われています。ご希望の方は、QR コードからライオン誌
ウェブマガジンにあるフォームにアクセスしご応募くださ
い。締め切りは2026年2月25日。
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　ライオンズクラブ
はさまざまな奉仕活
動に取り組んでいま
すが、過疎化に伴う

人口減少や高齢化が進む中、会員増強
は必須と考えます。特に「ミッション1.5」
は、今後の在り方を左右する大きな課題
だと思います。
　私は今日まで25人以上の会員増強を
してまいりました。退会された人もいま
すが、現在在籍する20人以上の会員が
10人以上の会員（孫）を招請し、それに
より入会した10人以上がクラブに招き
入れた会員（ひ孫）を含め、総勢40人以
上のメンバーとのご縁を頂きました。以
前はこの人は無理そうだという勝手な
判断でお声がけしなかったこともありま
したが、今は「とりあえず話だけでも」と
お誘いしています。すると皆さん、思って
いた以上に関心を持ち、入会してくださ
ることもあります。
　人には誰しも世のため、人のためとい

う奉仕の精神が根付いているし、頂いた
ご縁を大切にするものではないでしょう
か。私はお声がけするのも一つのマナー
だと思い、他の会員の皆さんにも積極的
にお誘いするよう働きかけています。そ
の結果、若手の会員が更に若手を誘い、
ご縁の輪が広がって会員増強につな
がっています。
　人は一生涯に何人の人とのご縁を頂
けるのでしょうか？　私はライオンズク
ラブへの入会によって多くのご縁を頂く
ことができました。入会がご縁をつなげ
るチャンスと捉えるならば、そのチャンス
をつかみ取ってもらえるようなお誘いを
していきたいものです。
　ライオン誌の印刷版とウェブマガジ
ンには、各クラブの会員増強への取り組
みや、クラブ支部・新タイプのクラブの
結成などの情報が満載ですので、是非参
考にしてご活用ください。多くの人とご
縁の輪を広げ、ミッション1.5の達成を目
指していきましょう。

　私は入会して15
年しか経っていない
若輩者です。そのよ
うな私が、国際協会

公式版であるライオン誌日本語版委員
会の委員として複合地区協議議長及び
準地区ガバナーの推挙を受けて出向さ
せていただき、大変光栄に思うと同時
に、ライオンズ活動の根底にあるライオ
ニズムをより深く理解する機会を得たこ
とに心から感謝しています。
　私は元来、他者が笑顔になったり、温
もりを感じている姿を見るのが好きなの
で、編集に携わっているというより、掲載
候補に挙がった事業を拝見しては「へ～、
こんな事業もされているんだ！」と読者
目線で勉強させていただいているとい
うのが正直なところです。振り返ってみ
ると、これまで本当の意味で、地域の
人々に笑顔になってもらうための活動
ができていたか、クラブメンバーが笑顔
で取り組めるような活動ができていた

かと自問自答するばかりです。私にとっ
てライオンズ活動は、クラブを始め世界
につながるメンバーからいただく多くの
学びや気付きによって自己成長させても
らう、そんな場であります。
　本年度、A.P.シン国際会長は、「リー
ダーシップこそ奉仕、奉仕こそリーダー
シップ」を掲げられています。
　私なりの解釈ですが、ライオンズは社
会奉仕活動を通してメンバーは奉仕の
精神を育み、真のリーダーとして活躍す
る人材を実社会へ輩出しているように思
います。そういった観点から、会員拡大は
奉仕の影響力を拡大することはもとよ
り、実社会で活躍するリーダーの拡大と
いう面においても、「明るい豊かな社会
の実現」を進めるために欠かせない課題
です。
　ライオン誌日本語版の発行に携わる
ことで、多くの人々に奉仕活動のすばら
しさを伝え、共に歩む仲間を増やすため
の一助となれるようがんばります。
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3,367
1,398
12,036
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2,722
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2,016
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91,218
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日本ライオンズ
クラブ分布図

2025.12.31　国際本部集計

日本ライオンズ
クラブ分布図

332-A：青森
332-B ：岩手
332-C：宮城
332-D：福島
332-E：山形
332-F：秋田

333-A：新潟
333-B ：栃木
333-C：千葉
333-D：群馬
333-E：茨城

331-A：北海道（道央）
331-B：北海道（道北・道東）
331-C：北海道（道南）

330-A：東京
330-B：神奈川・山梨・東京
330-C：埼玉

330

331

332

333

334
335

336

337

A

A

A

A

A
A

A

A

B

B

B

B

BB

B

B

D

D

D

D

D

D

F

E

E

E

E

C

C

C

C

C

C

C

C

334-A：愛知
334-B：岐阜・三重
334-C：静岡
334-D：富山・石川・福井
334-E：長野

335-A：兵庫（東）
335-B：大阪・和歌山
335-C：京都・滋賀・奈良
335-D：兵庫（西）

336-A：愛媛・香川・高知・徳島
336-B：岡山・鳥取
336-C：広島
336-D：島根・山口

337-A：福岡・長崎
337-B：大分・宮崎
337-C：佐賀・長崎
337-D：鹿児島・沖縄
337-E：熊本

世界のライオンズ 2025.12.31 国際本部集計

●国または領域：200以上
●会員数：1,358,769

●クラブ数：49,671
●会員数増減：25,831

＊入退会及び増減は期首との比較
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LCIF 日本が
LINE 公式アカウント
はじめました！
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